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離
さ
な
い 

 
 

川
上
弘
美 

  

教
材
の
ね
ら
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 

選
定
の
理
由 

こ
の
作
品
は
、『
神
様
』
に
収
録
さ
れ
た
短
編
九
編
の
う
ち
の
一
作
品
で
あ

る
。『
神
様
』
は
表
題
作
の
「
神
様
」
も
含
め
、
人
間
以
外
の
異
世
界
、
異
種

と
の
交
流
を
描
い
た
作
品
と
な
っ
て
お
り
、「
離
さ
な
い
」
で
は
人
間
以
外
の

も
の
と
し
て
「
人
魚
」
が
登
場
す
る
。 

主
人
公
の
「
わ
た
し
」
の
上
の
階
に
住
む
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
が
、
旅
先

で
人
魚
を
拾
う
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
生
活
は
次
第
に
人
魚
に
侵
食
さ
れ
て
い

き
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
自
分
は
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
言
っ
て
、
「
わ
た

し
」
に
人
魚
を
預
け
る
。「
わ
た
し
」
は
人
魚
に
魅
了
さ
れ
、
人
魚
を
預
か
っ

て
た
っ
た
の
一
週
間
で
日
常
を
失
い
、「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
ぜ
ん
ぜ
ん
思

わ
な
く
」
な
っ
た
と
こ
ろ
で
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
が
現
れ
る
。
人
魚
を
海
に

帰
し
に
行
っ
た
二
人
は
、
人
魚
を
な
か
な
か
離
せ
な
い
の
だ
が
、
人
魚
を
海

に
投
げ
入
れ
、「
や
っ
ぱ
り
離
れ
ら
れ
な
い
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
人
魚
か
ら

「
離
さ
な
い
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
り
、
執
着
す
る
、
さ
れ
る
の

立
場
が
逆
転
し
、「
わ
た
し
」
は
恐
怖
を
感
じ
て
逃
げ
出
す
。 

何
か
に
魅
了
さ
れ
、
執
着
す
る
こ
と
は
、
日
常
生
活
に
多
か
れ
少
な
か
れ

影
響
を
与
え
る
。
本
作
品
は
短
い
淡
々
と
し
た
言
葉
で
、「
わ
た
し
」
が
人
魚

に
魅
せ
ら
れ
て
い
く
様
子
や
日
常
生
活
が
失
わ
れ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
そ
の
様
子
は
、
読
み
手
に
と
っ
て
も
何
か
し
ら
思
い
当
た
る
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
。
自
分
に
と
っ
て
の
「
人
魚
」
は
な
に
か
考
え
て
み
る
こ
と
で
、

作
品
に
現
れ
る
テ
ー
マ
や
象
徴
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
い
作
品
で

あ
る
。 

 

２ 

指
導
の
ね
ら
い 

 

作
品
に
現
れ
て
い
る
比
喩
表
現
や
、
作
品
に
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
「
モ
ノ
」
が
果
た
す
役
割
を
考
え
る
こ
と
で
、
比
喩
や
象
徴
を
学
ば
せ
た

い
。
さ
ら
に
、
小
説
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
た
だ
読
む
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
読
み
を
現
代
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
広
げ
る
活
動
に
つ
な
げ
た

い
。 ま

た
、
言
葉
の
使
い
方
や
漢
字
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ

り
、
作
品
の
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
し
か
け
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
小

説
の
お
も
し
ろ
さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。 

（１）
人
魚
が
「
モ
ノ
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
表
現
と
、
そ
う
で
な
い
表
現

を
探
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

（２）
作
品
の
中
で
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
モ
ノ
」
が
果
た
す
役
割
を

考
え
る
こ
と
で
、
比
喩
や
象
徴
に
つ
い
て
学
ぶ
。 

（３）
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
と
「
わ
た
し
」
が
人
魚
を
預
か
っ
て
か
ら
、
日
常
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
ま
と
め
、
人
が
何
か
に
執
着
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
読
み
取
り
、
自
分
の
体
験
や
生
活
に
結
び
つ
け
る
。 
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３ 

評
価
規
準 

（１）
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
る
。〔
知
・
技
〕
(1)
ア 

（２）
常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中
で

使
っ
て
い
る
。
〔
知
・
技
〕
(1)
イ 

（３）
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化
的

背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
を
通
し
て
、
語
感

を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。〔
知
・
技
〕
(1)
ウ 

（４）
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

〔
知
・
技
〕
(1)
エ 

（５）
我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。〔
知
・
技
〕
(2)

ア 

（６）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、

展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
。〔
思
・
判
・
表
〕

Ｂ
(1)
ア 

（７）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、

考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る
。
〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
(1)
イ 

（８）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
、
表
現

の
特
色
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
(1)
ウ 

（９）
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と

の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
。
〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ

(1)
エ 

（１０）
進
ん
で
作
品
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
・
考
え
方
を
つ
か
み
、

現
代
の
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
批
評
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
よ
う
と
し
、

学
習
課
題
に
沿
っ
て
、
伝
説
・
小
説
や
図
像
を
調
べ
る
こ
と
を
通
し
て
、

比
喩
や
象
徴
の
意
味
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
〔
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
〕 
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指
導
計
画
案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展開 導入 
展
開 

１ 

 

２ 

    

３ 

    

４ 

  

１ 

   

２ 

   

指
導
上
の
重
点
目
標 

作
者
独
特
の
表
現

を
理
解
さ
せ
る
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
登
場

人
物
の
描
写
方
法

の
違
い
を
ふ
ま
え
、

人
物
像
を
捉
え
さ

せ
る
。 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と

人
魚
の
関
わ
り
方

か
ら
、
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
の
心
情
を
捉
え

さ
せ
る
。 

「
わ
た
し
」
と
人
魚

の
関
わ
り
方
か
ら
、

わ
た
し
の
心
情
を

捉
え
さ
せ
る
。 

タ
イ
ト
ル
の
言
葉

の
印
象
か
ら
、
ス
ト

ー
リ
ー
展
開
を
予

想
さ
せ
る
。 

表
現
上
の
特
徴
に

注
意
し
な
が
ら
、
文

章
を
味
わ
わ
せ
る
。 

  

① 

  

② 

  

① 

    

① 

 

② 

  

① 

  

② 

  

③ 

 

学
習
活
動 

〈
第
三
段
〉（
二
四
五
・
下
５
～
二
四

九
・
上
14
） 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
描
写
の
変
化
か

ら
、
人
魚
へ
の
執
着
を
理
解
す
る
。

思
判
表 

「
わ
た
し
」
の
言
葉
遣
い
や
態
度
か

ら
、
人
魚
に
対
す
る
心
情
の
変
化
を

理
解
す
る
。
思
判
表 

〈
第
二
段
〉（
二
四
四
・
上
18
～
二

四
五
・
下
３
） 

人
魚
の
描
写
に
注
目
し
、
そ
の
表
現

効
果
を
理
解
す
る
。
知
技 

〈
第
一
段
〉
（
初
め
～
二
四
四
・
上

16
） 

「
わ
た
し
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
関

係
を
理
解
す
る
。
思
判
表 

桜
や
花
び
ら
の
描
写
に
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
か
考
え
る
。
知
技 

   

「
離
さ
な
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か

ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
想
像
す
る
。 

 

擬
音
語
、
擬
態
語
、
比
喩
表
現
な
ど

の
表
現
の
特
徴
を
捉
え
な
が
ら
、
全

文
を
通
読
す
る
。
知
技
・
思
判
表 

初
読
の
感
想
や
疑
問
な
ど
を
ま
と

め
る
。 

 

  
① 

  

② 

  

① 

    

① 

 

② ① 

  

② 

  

③ 

指
導
上
の
留
意
点 

  
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
様
子
の
変
化
に
注
目
さ
せ
る
。
人
魚
を
紹
介
し
た
り
、
説
明
を
し
た
り
す
る
場

面
と
、「
わ
た
し
」
に
預
け
て
か
ら
部
屋
を
走
り
出
す
場
面
で
の
違
い
を
理
解
さ
せ
る
。 

 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
描
写
の
変
化
と
共
に
、
「
わ
た
し
」
の
様
子
や
心
情
に
も
注
目
さ
せ
る
。
人
魚

に
執
着
す
る
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
対
照
的
に
描
か
れ
る
部
分
や
、
無
意
識
の
う
ち
に
人
魚
に
魅
了
さ

れ
て
い
く
部
分
を
丁
寧
に
読
み
取
り
、
第
四
段
へ
の
橋
渡
し
の
段
落
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
。 

  

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
外
見
描
写
が
ほ
と
ん
ど
な
い
一
方
で
、
人
魚
は
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
と
い

う
違
い
に
注
目
さ
せ
る
。
人
魚
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
る
表
現
効
果
と
し
て
、
物
語
世
界
が
幻
想
的

で
あ
り
な
が
ら
も
、
現
実
世
界
の
延
長
と
し
て
読
者
が
想
像
す
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 

  

特
別
に
親
密
で
は
な
い
が
、
気
軽
に
部
屋
の
往
来
が
あ
る
と
い
う
微
妙
な
関
係
性
を
理
解
さ
せ
、

ど
の
よ
う
な
仲
の
人
が
、
秘
密
や
執
着
の
共
有
相
手
に
な
る
の
か
考
え
さ
せ
る
。 

人
魚
と
桜
の
関
係
は
、
全
体
の
構
成
を
踏
ま
え
た
う
え
で
様
々
に
解
釈
で
き
る
。
こ
こ
で
は
桜
の

象
徴
や
日
本
文
化
な
ど
に
は
触
れ
ず
、
物
語
上
で
の
印
象
を
相
談
さ
せ
る
程
度
に
留
め
た
い
。 

「
導
入
の
問
い
」
を
参
照
。
「
離
さ
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
持
つ
印
象
や
言
葉
の
力
の
強
さ
を
感

じ
さ
せ
た
い
。
「
離
さ
な
い
」
の
ほ
か
、
「
離
れ
ら
れ
な
い
」
「
離
せ
な
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

言
葉
の
持
つ
印
象
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
る
。 

学
習
者
の
実
態
に
応
じ
て
、
指
名
音
読
か
、
範
読
か
な
ど
を
判
断
す
る
。
特
徴
的
な
擬
音
語
、
擬

態
語
な
ど
に
つ
い
て
適
宜
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
日
常
の
な
か
で
静
か
に
進
む
異
常
事
態
を

読
み
味
わ
う
た
め
、
あ
え
て
演
出
を
避
け
、
淡
々
と
読
み
た
い
。 

現
代
が
舞
台
で
あ
り
な
が
ら
、
寓
話
的
、
幻
想
的
な
物
語
で
あ
る
。
多
く
の
学
習
者
は
通
読
後
、

戸
惑
い
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
戸
惑
い
や
疑
問
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
て

感
想
を
ま
と
め
さ
せ
る
。 
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まとめと発展 展開 
時
限 

１ 

  

２ ５ 

   

６ 

指
導
上
の
重
点
目
標 

作
品
の
寓
意
や
表

現
効
果
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
。 

日
常
の
読
書
に
進

展
さ
せ
る
。 

「
わ
た
し
」
と
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
の
人
魚

へ
の
執
着
と
恐
怖

を
捉
え
さ
せ
る
。 

「
わ
た
し
」
と
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
に
と
っ

て
人
魚
が
ど
の
よ

う
な
存
在
だ
っ
た

の
か
を
考
え
さ
せ

る
。 

① 

 

② 

   

① 

  

① 

  

① 

学
習
活
動 

タ
イ
ト
ル
の
意
味
や
、
桜
の
描
写

と
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。
主
態 

作
者
の
他
の
作
品
を
紹
介
し
合

い
、
読
書
に
つ
な
げ
る
。
思
判
表 

〈
第
六
段
〉（
二
五
四
・
上
１
～
終

わ
り
） 

「
わ
た
し
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
に

と
っ
て
人
魚
と
は
何
か
考
え
る
。

主
態 

〈
第
五
段
〉（
二
五
一
・
上
14
～
二

五
三
・
下
15
） 

人
魚
を
海
に
帰
す
ま
で
の
心
情

と
、「
離
さ
な
い
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
を
理
解
す
る
。
思
判
表 

〈
第
四
段
〉（
二
四
九
・
上
16
～
二

五
一
・
上
12
） 

人
魚
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
く
「
わ
た
し
」
と
、
エ
ノ
モ
ト

さ
ん
の
葛
藤
状
態
を
理
解
す
る
。

思
判
表 

① 

 

② 

   

① 

  

① 

  

① 

指
導
上
の
留
意
点 

主
体
と
し
て
「
離
さ
な
い
」
た
め
に
強
さ
が
必
要
で
あ
る
な
ど
、
本
文
を
根
拠
に
考
え
さ
せ
る
。
夢

オ
チ
と
も
読
め
る
桜
の
意
味
や
効
果
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
考
え
さ
せ
る
。 

短
編
集
「
神
様
」
の
作
品
を
中
心
に
、
そ
の
他
作
者
の
作
品
や
、
映
像
化
さ
れ
た
作
品
な
ど
も
紹
介

し
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
や
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
話
題
に
も
触
れ
た
い
。
教
室
の
外
で
の
読
書

体
験
を
改
め
て
教
室
で
共
有
す
る
よ
う
な
指
導
も
積
極
的
に
行
い
た
い
。 

  

人
魚
と
は
、
自
己
を
喪
失
し
て
ま
で
も
共
に
在
り
た
い
と
願
う
、
あ
る
い
は
無
意
識
に
感
じ
る
執

着
の
対
象
で
あ
り
、
人
が
何
か
に
魅
了
さ
れ
執
着
す
る
在
り
方
が
こ
の
作
品
の
主
題
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
自
己
を
惹
き
つ
け
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
体
験
を
振
り
返
っ
た
り
、

人
間
の
性
質
と
し
て
の
執
着
を
想
像
さ
せ
た
り
す
る
。 

  

「
わ
た
し
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
言
動
を
比
較
し
て
ま
と
め
さ
せ
る
。
そ
れ
ま
で
「
離
れ
ら
れ
な

い
」
と
思
っ
て
い
た
「
わ
た
し
」
が
、
人
魚
に
「
離
さ
な
い
」
と
言
わ
れ
て
逃
げ
出
し
た
の
は
な
ぜ

か
考
え
さ
せ
、
こ
こ
で
は
主
客
の
入
れ
替
わ
り
が
恐
怖
の
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 

  

「
わ
た
し
」
の
様
子
の
変
化
に
注
目
さ
せ
る
。
ま
た
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
人
魚
を
海
に
帰
す
た
め
に

迎
え
に
来
る
場
面
で
は
、
前
段
と
逆
の
立
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
エ

ノ
モ
ト
さ
ん
の
言
動
と
心
情
が
全
く
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 
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作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
川
上
弘
美 

 

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
四
月
一
日
～
。
小
説
家
。
俳
人
。
東
京
都

に
生
ま
れ
る
。
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
、
御
茶
の
水
女
子
大
学
理
学

部
生
物
学
科
を
卒
業
。
在
学
中
は
Ｓ
Ｆ
研
究
会
に
所
属
。
卒
業
後
、
東
京
大

学
医
科
学
研
究
所
で
二
年
間
研
究
員
を
務
め
る
。
同
時
期
に
Ｎ
Ｗ―

Ｓ
Ｆ
社

で
編
集
に
携
わ
り
、「
季
刊
Ｎ
Ｗ―

Ｓ
Ｆ
」
に
自
身
の
短
編
を
掲
載
す
る
。
昭

和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
か
ら
六
十
一
年
ま
で
、
田
園
調
布
雙
葉
中
学
校
・

高
等
学
校
で
理
科
の
教
諭
を
務
め
る
。 

文
学
活
動 

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
「
神
様
」
で
第
一
回
パ
ス
カ
ル
短
編
文
学
新
人

賞
を
受
賞
。
七
年
、「
婆
」
が
第
一
一
三
回
芥
川
賞
候
補
作
品
に
な
り
、
八
年
、

「
蛇
を
踏
む
」
で
第
一
一
五
回
芥
川
賞
を
受
賞
。
十
一
年
、
作
品
集
と
し
て

の
「
神
様
」
で
第
九
回
紫
式
部
文
学
賞
、
第
九
回Bu

n
k
amu

r
a

ド
ゥ
マ
ゴ
文

学
賞
を
受
賞
。
十
二
年
、「
溺
レ
る
」
で
第
一
一
回
伊
藤
整
文
学
賞
、
第
三
九

回
女
流
文
学
賞
を
受
賞
。
十
三
年
、「
セ
ン
セ
イ
の
鞄
」
で
第
三
七
回
谷
崎
潤

一
郎
賞
を
受
賞
。 

そ
の
後
も
精
力
的
に
著
作
活
動
を
続
け
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
、

「
真
鶴
」
で
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
、
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
、

「
水
声
」
で
第
六
六
回
読
売
文
学
賞
を
、
二
十
八
年
、「
大
き
な
鳥
に
さ
ら
わ

れ
な
い
よ
う
」
で
第
四
四
回
泉
鏡
花
文
学
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
三
十
一
年
に

は
紫
綬
褒
章
を
受
章
す
る
。
内
田
百
閒
の
影
響
を
受
け
、
寓
話
的
で
あ
り
、

幻
想
性
と
日
常
性
が
混
じ
り
合
う
独
特
の
作
風
が
特
徴
。
エ
ッ
セ
イ
や
対
談

も
多
く
、
俳
人
で
も
あ
る
。 

 

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
か
ら
谷
崎
潤
一
郎
賞
、
十
九
年
か
ら
芥
川
賞
、

二
十
年
か
ら
三
島
由
紀
夫
賞
の
選
考
委
員
を
務
め
る
。
そ
の
他
、
文
學
界
新

人
賞
（
平
成
十
七
年
か
ら
十
九
年
）、
野
間
文
芸
新
人
賞
の
選
考
委
員
も
務
め

る
。 

作
者
を
解
く
カ
ギ 

 

文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
品
と
な
っ
た
「
神
様
」
は
、
初
期
の
川
上
弘
美
を
代
表

す
る
作
品
で
あ
り
、
そ
の
後
に
続
く
作
者
独
特
の
作
風
を
顕
著
に
表
し
て
い

る
。 

 

川
上
弘
美
本
人
が
様
々
な
媒
体
で
内
田
百
閒
を
愛
読
し
て
い
る
こ
と
に
言

及
し
て
い
る
通
り
、
幻
想
と
現
実
が
混
じ
り
合
う
世
界
で
、
異
界
と
日
常
の

交
流
が
描
か
れ
る
物
語
は
、
幻
想
文
学
を
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
に
溶
け
込
ま
せ

た
よ
う
な
筆
致
で
あ
る
。
こ
の
異
界
と
日
常
の
境
界
線
が
消
え
て
し
ま
っ
た

独
特
の
世
界
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、
曖
昧
で
可
愛
ら
し
い
登
場
人
物
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
リ
ア
ル
な
存
在
が
物
語
内
に
確
か
な
説

得
力
を
も
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

 

「
蛇
を
踏
む
」
が
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
際
、
同
時
に
直
木
賞
を
受
賞
し
た

の
が
乃
南
ア
サ
で
あ
っ
た
た
め
に
、
マ
ス
コ
ミ
は
女
性
作
家
の
時
代
到
来
を

喧
伝
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
川
上
の
作
風
が
寓
話
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
批
評

も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
も
や
は
り
、
作
者
が
内
田
百
閒
を
は
じ
め
と

す
る
幻
想
文
学
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
ろ
う
。 

 

短
編
集
「
神
様
」
で
は
、
様
々
な
不
思
議
な
存
在
と
「
わ
た
し
」
と
の
交

流
が
描
か
れ
る
。「
わ
た
し
」
に
よ
る
語
り
は
、
そ
れ
ら
他
者
達
へ
の
ま
な
ざ

し
で
あ
る
と
同
時
に
、「
わ
た
し
」
自
身
の
他
者
性
を
写
す
鏡
で
も
あ
る
。 

作
者
は
父
の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
、
赴
任
先
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
五
歳
か

ら
七
歳
ま
で
の
幼
少
期
三
年
間
を
過
ご
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
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公
民
権
運
動
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
の
な
か
、
言
葉
の
通
じ
な
い
国
で
ア
ジ
ア

人
と
し
て
異
文
化
に
出
会
っ
た
経
験
の
影
響
が
、
作
品
に
と
し
ば
し
ば
登
場

す
る
他
者
と
の
交
流
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

川
上
作
品
の
特
徴
と
言
え
ば
、
そ
の
独
特
な
文
体
で
あ
る
。
幼
少
期
か
ら

児
童
文
学
に
親
し
み
、
児
童
文
学
翻
訳
者
で
あ
る
村
岡
花
子
、
瀬
田
貞
二
、

石
井
桃
子
な
ど
の
言
葉
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
文
語
調
の
古
風
な
言
い
回

し
や
、
独
特
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
、
本
来
片
仮
名
の
表
記
を
平
仮
名
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
物
語
世
界
に
柔
ら
か
、
優
し
さ
、
不
思
議
な
情
景
が
生
ま
れ
、

ま
た
登
場
人
物
た
ち
の
心
理
描
写
の
機
微
も
描
き
出
し
て
い
る
。 

 

出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
「
神
様
」
（
中
央
公
論
社 

平
成
十
）
に
よ
っ
た
。「
離
さ
な
い
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
短
編
集
「
神
様
」
は
九
つ
の
作
品
か
ら
な
る
。
い
ず
れ

の
作
品
に
も
人
間
と
は
異
な
る
不
思
議
な
生
き
物
が
登
場
し
、
そ
れ
ら
異
種

と
の
交
流
や
関
わ
り
を
通
し
て
、
人
間
社
会
や
人
間
そ
の
も
の
を
描
き
出
し

て
い
る
。 

出
典
と
の
異
同 

 

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
、〔 

〕
内
の
理
由
に
よ
り
、
次

の
通
り
改
め
た
。 

〇
会
話
文
の
最
後
の
句
点
を
省
略
（
全
体
）
〔
原
文
を
尊
重
す
る
た
め
〕 

〇
「
め
く
ら
っ
ぽ
う
」→

削
除
（
原
文
Ｐ
一
七
〇
・
７
、
教
科
書
Ｐ
二
五
三
・

２
）
〔
教
育
上
の
配
慮
〕 

  

参
考
文
献 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
教
師
用 

〇
川
上
弘
美
に
つ
い
て 

「
さ
ら
ば
愛
し
き
幻
獣―

川
上
弘
美
「
神
様
」」
小
谷
真
理 

す
ば
る 

平
成
十
・
十
二 

「
小
説
の
書
き
方―

私
の
場
合
」
川
上
弘
美 

「
早
稲
田
文
学
」 

平
成
十
二
・
十
一 

「
彼
女
た
ち
は
小
説
を
書
く
」
後
藤
繁
雄 

 
 

メ
タ
ロ
ー
グ 

平
成
十
三 

「
一
部
を
書
い
て
全
部
を
書
き
た
い 

川
上
弘
美
」
川
上
弘
美 

「
広
告
批
評
」 

平
成
十
三
・
四 

〇
人
魚
に
つ
い
て 

「
人
魚
伝
説
」
（
「
知
の
再
発
見
」
双
書
32
」 

ヴ
ィ
ッ
ク
・
ド
・
ド
ン
デ
著
、
富
樫
瓔
子
訳 

 
 
 

創
元
社 

平
成
五 

〇
桜
に
つ
い
て 

「
桜
の
文
化
史
」
小
川
和
佑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝
日
文
庫 

平
成
三 

「
桜
と
日
本
人
」
小
川
和
佑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潮
選
書 

平
成
五 

 

＊
生
徒
用 

〇
人
魚
を
題
材
に
し
た
作
品 

「
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
人
魚
」
岩
井
俊
二 

 
 
 
 
 

角
川
文
庫 

平
成
十
三 

「
人
魚
の
血
：
珠
玉
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
＆
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」 

井
上
政
彦
監
修 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

光
文
社 

平
成
十
三 

「
幸
福
な
王
子
」
ワ
イ
ル
ド 

 
 
 
 
 
 
 
 

新
潮
文
庫 

平
成
十
五 

 
 
 

＊
「
漁
夫
と
人
魚
」
を
収
録
。 
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「
人
魚
の
森
」
高
橋
留
美
子
（
漫
画
） 

 
 
 
 
 

小
学
館 

平
成
十
五 

〇
桜
を
題
材
に
し
た
作
品 

「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
坂
口
安
吾 

 
 
 

講
談
社
文
芸
文
庫 

平
成
元 

「
檸
檬
」
梶
井
基
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潮
文
庫 

平
成
十
五 

＊
「
桜
の
木
の
下
に
は
」
を
収
録
。 

  



主
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１
．
執
着
す
る
／
魅
了
さ
れ
る
と
い
う
こ
と 

 

何
か
に
執
着
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
両
者
は
同
一
の
こ
と
で
あ
る
。
執
着
す
る
主
体
で
あ
っ
た
は
ず
の
自
分

が
、
実
は
客
体
と
し
て
魅
了
さ
れ
る
側
で
あ
っ
た
と
気
付
く
と
き
、
逃
れ
ら

れ
な
い
と
い
う
恐
怖
が
生
ま
れ
る
。
何
か
に
執
着
し
、
没
頭
し
続
け
る
と
い

う
こ
と
で
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
な
げ
う
っ
て
他
者
や
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
断
ち
、
自
分
の
人
間
ら
し
さ
を
も
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

２
．
執
着
を
他
者
と
共
有
す
る
と
い
う
こ
と 

 

執
着
を
共
有
す
る
相
手
と
は
、
親
し
さ
や
信
頼
関
係
と
同
時
に
一
定
の
距

離
感
が
あ
る
。
執
着
す
る
物
事
の
存
在
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
独

占
欲
が
強
ま
る
一
方
で
、
独
占
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
、
執
着
対
象
を
冷
静
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
る
。 

  



構
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
一
行
空
き
で
九
段
落
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
内
容
や
場
面
の
ま
と
ま
り
か
ら
六
段
落
に
分
け
た
。
第
三
段
落
の
後
半
か
ら
「
わ
た
し
」
と
人
魚
と
の
関
わ
り
が
描
か
れ
て
い
る
と
す
る

の
も
可
。 

第
六
段 

第
五
段 

第
四
段 

第
三
段 

第
二
段 

第
一
段 

段
落 

執
着
す
る
た
め
の
強
さ 

Ｐ
二
五
四
・
上
１
〈
翌
朝
か
ら
〉
～ 

終
わ
り 

執
着
と
魅
了
の
恐
怖 

Ｐ
二
五
一
・
上
14
〈
ど
こ
の
海
岸
な
の

か
〉
～ 

Ｐ
二
五
三
・
下
15
〈
眺
め
て
い
た
。〉 

「
わ
た
し
」
と
人
魚 

Ｐ
二
四
九
・
上
16
〈
た
し
か
に
人
魚
か

ら
〉
～ 

Ｐ
二
五
一
・
上
12
〈
海
ま
で
走
っ
た
。
〉 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
人
魚 

Ｐ
二
四
五
・
下
５
〈
手
に
入
れ
た
も
の

っ
て
〉
～ 

Ｐ
二
四
九
・
上
14
〈
眠
っ
て
い
た
。〉 

人
魚
を
手
に
入
れ
た
い
き
さ
つ 

Ｐ
二
四
四
・
上
18
〈
扉
を
開
け
た
と
た

ん
に
〉
～ 

Ｐ
二
四
五
・
下
３
〈
人
魚
な
の
だ
っ
た
。〉 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
か
ら
の
相
談 

初
め
～ 

Ｐ
二
四
四
・
上
16
〈
ベ
ル
を
押
し
た
。
〉 

ペ
ー
ジ
・
行 

翌
日
か
ら
わ
た
し
は
高
熱
を
出
し
、
体
調
が
戻
っ
た
こ
ろ
に
は
桜
は
す
っ
か
り
散
っ
て
い
た
。
人
魚
の
す
が
た
か
た
ち
も
、
離
れ

た
く
な
い
気
持
ち
も
は
っ
き
り
と
は
思
い
出
せ
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
桜
の
散
る
様
子
を
克
明
に
覚
え
て
い
た
。
人
魚
を
ず
っ
と
離

さ
な
い
で
い
る
だ
け
の
強
さ
が
な
か
っ
た
の
だ
と
二
人
は
思
っ
た
。
風
に
揺
れ
る
桜
の
新
緑
の
若
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
眺
め
て
い
た
。 

海
沿
い
の
土
手
は
桜
並
木
で
、
花
び
ら
が
舞
っ
て
い
た
。
わ
た
し
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
声
は
次
第
に
弱
々
し
く
、
ぼ
ん
や
り
と
し

た
口
調
に
な
る
。
少
し
笑
う
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
を
見
る
と
、
人
魚
を
海
に
投
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
魚
は
わ
た
し
だ
け
を
見
て
お
り
、

わ
た
し
が
離
れ
ら
れ
な
い
と
言
お
う
と
し
た
瞬
間
、
人
魚
が
「
離
さ
な
い
。」
と
言
っ
た
。
わ
た
し
は
う
わ
あ
と
声
を
あ
げ
、
浜
に
向

か
っ
て
走
り
、
耳
を
ふ
さ
ぎ
砂
に
顔
を
う
ず
め
て
い
る
と
、
人
魚
は
い
つ
の
間
に
か
去
っ
て
い
た
。
桜
の
花
び
ら
が
散
っ
て
き
た
。 

   

人
魚
を
預
か
っ
て
数
日
が
過
ぎ
、
い
つ
の
ま
に
か
わ
た
し
も
人
魚
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
浴
室
の
中
で
生
活
す
る
よ

う
に
な
り
、
社
会
生
活
に
対
す
る
関
心
が
薄
く
な
っ
て
い
た
。
一
週
間
後
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
も
思
わ
な
く
な
っ
た
こ
ろ
に
エ

ノ
モ
ト
さ
ん
が
訪
ね
て
き
た
。
人
魚
を
海
に
帰
す
と
言
っ
て
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
人
魚
を
入
れ
、
嫌
が
る
わ
た
し
を
強
引
に
連
れ
だ

し
、
海
ま
で
車
で
走
っ
た
。 

  

浴
槽
に
は
人
魚
が
お
り
、
そ
の
様
子
を
見
る
う
ち
に
わ
た
し
は
人
魚
の
そ
ば
を
離
れ
た
く
な
く
な
っ
て
い
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は

人
魚
が
気
に
な
っ
て
日
常
生
活
に
も
支
障
が
出
始
め
、
仕
事
を
欠
勤
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う

と
思
い
、
わ
た
し
に
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
出
る
。
人
魚
を
わ
た
し
の
部
屋
の
浴
槽
に
運
ぶ
が
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
し
ば
ら
く
人

魚
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。
真
夜
中
、
突
然
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
声
を
あ
げ
な
が
ら
人
魚
を
残
し
て
部
屋
を
走
り
出
た
。 

 
  

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
部
屋
の
扉
を
開
け
た
と
た
ん
、
何
か
の
匂
い
が
し
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
部
屋
に
慣
れ
て
気
に
な
ら
な
く
な

っ
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
少
し
痩
せ
た
よ
う
だ
っ
た
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と
、
二
か
月
前
の
話
し
を
始
め
た
。
南

方
の
海
沿
い
を
旅
し
た
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
、
漁
村
の
小
さ
な
民
宿
に
泊
ま
っ
た
日
の
真
夜
中
に
、
人
間
の
大
人
の
三
分
の
一
ほ
ど
の

大
き
さ
の
人
魚
を
手
に
入
れ
た
の
だ
っ
た
。 

   

わ
た
し
の
部
屋
の
真
上
に
住
む
画
家
兼
高
校
教
師
の
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
は
、
と
き
ど
き
コ
ー
ヒ
ー
い
れ
て
も
ら
い
ご
ち
そ
う
に
な

る
く
ら
い
の
間
柄
で
あ
る
。
あ
る
日
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
か
ら
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
わ
た
し
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
部
屋

の
前
に
は
桜
の
木
が
あ
り
、
ま
だ
咲
き
満
ち
る
前
で
は
あ
る
が
、
風
が
吹
け
ば
花
び
ら
を
散
ら
せ
て
い
た
。 

   

段
意 
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板
書
例 

 
【
展
開
順
】 

１ 

第
一
段 

起 

〇
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
か
ら
の
相
談 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん 

画
家
兼
高
校
教
師 

「
わ
た
し
」
の
部
屋
の
真
上 

地
区
の
自
治
会
の
役
員
同
期
き
っ
か
け 

と
き
ど
き
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
ち
そ
う
に 

世
間
話 

＝
そ
の
く
ら
い
の
仲 

（
近
過
ぎ
ず
遠
過
ぎ
な
い
） 

 

二
か
月
前 

妙
な
も
の
を
手
に
入
れ
た 

 
↓

 
↓

コ
ー
ヒ
ー
の
誘
い
が
な
い 

 
↓

 

二
か
月
後 

桜
が
咲
き
始
め
て
い
た（
春
） 

 

花
び
ら
は
、
水
に
浮
い
て
ふ
よ
ふ
よ 

 

＝
そ
ん
な
こ
ん
な
（
物
語
の
引
き
金
） 

 
 
↓

 
 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
か
ら
電
話 

 

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
な
い
か 

 

２ 

第
二
段 

起 

〇
人
魚
を
手
に
入
れ
た
い
き
さ
つ 

何
か
の
匂
い 

少
し
痩
せ
た
か 

 

わ
た
し 

一
緒
に
笑
い
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ 

 

（
感
情
の
共
有
、コ
ー
ヒ
ー
で
繋
が
り
） 

 

「
二
か
月
前
ね
。」
と
始
め
た
。 

（
読
者
の
関
心
を
引
く
） 

 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
話 

 

南
方
に
旅 

 

真
夜
中
、
海
岸
を
歩
い
た 

 
網
の
中
に
な
に
か
い
る 

 
中
の
も
の
は
動
か
な
い 

生
き
て
い
る
ら
し
い 

 

人
間
の
大
人
の
三
分
の
一
ほ
ど 

＝
そ
れ
は
人
魚
な
の
だ
っ
た 

  

淡
々
と
し
た
描
写
の
連
続 

 

人
魚
の
克
明
な
外
見
（
リ
ア
ル
さ
） 

  

３ 

第
三
段 

承 

〇
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
人
魚 

浴
室
に
わ
た
し
を
招
き
入
れ
る 

（
秘
密
の
共
有
） 

人
魚 潮

の
匂
い
が
強
か
っ
た
（
リ
ア
ル
さ
） 

こ
の
ひ
と
、
と
言
い
な
お
し
た 

人
魚
の
そ
ば
を
離
れ
た
く
な
か
っ
た 

（
執
着
／
魅
了
は
じ
ま
る
） 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん 

民
宿
の
部
屋
に
連
れ
帰
っ
た 

交
番
に
届
け
る
（
人
扱
い
） 

わ
た
し 

拾
得
物
の
処
理
方
法
（
物
扱
い
） 

 

〇
人
魚
へ
の
執
着 

 

気
は
そ
ぞ
ろ 

 

目
が
離
せ
な
い 

 

人
魚
の
そ
ば
に
い
れ
ば
落
ち
着
く 

 

五
回
も
欠
勤
（
社
会
生
活
に
支
障
） 

 

「
行
き
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
」 

↓

言
っ
た
と
た
ん 

二
人
で
、
争
う
よ
う
に
、
浴
室
へ 
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〇
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
異
変 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん 

預
か
っ
て
ほ
し
い 

人
魚
を
海
に
帰
す―

知
ら
な
い
ふ
り 

浴
槽
の
横
か
ら
動
こ
う
と
し
な
い 

目
に
、
光
が
な
い 

黙
っ
て
睨
ん
で
い
る 

（
手
放
す
瞬
間
に
最
も
葛
藤
） 

 
↓

 
↓

真
夜
中
ま
で 

 
 
↓

 

突
然
大
き
な
音 

こ
ろ
が
る
よ
う
に
出
て
き
た 

 

う
わ
あ
、
と
い
う
よ
う
な
声 

 

部
屋
か
ら
走
り
出
て
い
っ
た 

 

人
魚 

 

コ
ッ
プ
に
浮
か
せ
た
桜
の
花
び
ら 

       

４ 

第
四
段 

承 

〇
「
わ
た
し
」
と
人
魚 

人
魚
を
預
け
ら
れ
て
数
日 

人
魚
を
眺
め 

 
 
 

の
そ
ば
に
な
る
べ
く
長
く
座
り 

 
 
 

と
共
に
眠
っ
た
。 

（
人
魚
へ
の
執
着
が
段
々
と
強
ま
る
） 

 
↓

 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
同
じ
状
態 

浴
室
で
暮
ら
す 

電
話
が
鳴
っ
て
も
出
な
か
っ
た 

（
外
部
と
の
遮
断
） 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
は
僅
か
に
喋
り
た
い 

 
↓

人
魚
を
預
か
っ
て
一
週
間
後 

い
け
な
い
と
ぜ
ん
ぜ
ん
思
わ
な
い 

（
完
全
に
魅
了
さ
れ
る
） 

 
エ
ノ
モ
ト
さ
ん 

「
人
魚
を
取
り
に
来
た
。
」 

（
物
扱
い
、
執
着
が
弱
ま
る
） 

 

わ
た
し
の
手
を
引
く 

 

（
秘
密
、
執
着
の
共
有
者
同
士
） 

 
 
↓

 

（
車
で
）
そ
の
ま
ま
、
海
ま
で
走
っ
た 

 

５ 

第
五
段 

転 

海
岸
沿
い
の
桜
並
木 

花
び
ら
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
散
る 

 

わ
た
し
・
エ
ノ
モ
ト
さ
ん 

弱
々
し
い
声 

ま
な
ざ
し
が
落
ち
着
か
な
い 

甘
い
声 

ぼ
ん
や
り
と
し
た
口
調 

＝
わ
た
し
た
ち
は
離
れ
ら
れ
な
い 

 
 
↓

 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
笑
い 

つ
い
に
人
魚
を
海
に
放
り
投
げ
た 

 人
魚 わ

た
し
だ
け
を
見
て
い
る 

「
離
さ
な
い
」 

 わ
た
し 

う
わ
あ
（
恐
怖
） 

耳
を
ふ
さ
ぎ
、
砂
に
顔
を
う
ず
め
た 

 

人
魚
は
い
つ
の
間
に
か
去
っ
て
い
た 

降
り
そ
そ
ぐ
桜
の
花
び
ら
を
眺
め
る 
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６ 

第
六
段 

結 
桜
は
す
っ
か
り
散
っ
て
い
た 

 

「
魅
入
ら
れ
た
ね
」
（
受
動
態
） 

 

人
魚
を
は
っ
き
り
と
思
い
出
せ
な
か
っ
た 

桜
が
散
る
様
子
を
克
明
に
覚
え
て
い
る 

 

あ
の
言
葉
「
離
さ
な
い
」 

 

黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
っ
た 

（
執
着
＝
魅
了
の
共
有
者
同
士
） 

 
↓

 

離
さ
な
い
で
い
る
だ
け
の
強
さ
が
な
い 

（
人
間
性
を
失
う
恐
怖
に
耐
え
ら
れ
な
い
） 

（
人
魚
を
帰
せ
た
理
由
） 

 

若
葉
が
芽
吹
い
て
い
た 

風
が
新
緑
を
揺
ら
し
て
い
た 

（
時
間
の
経
過
、
桜
の
幻
想
の
終
わ
り
） 
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指
導
上
の
注
意
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・「
導
入
の
問
い
」
の
ね
ら
い 

「
離
さ
な
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
ス

ト
ー
リ
ー
を
想
像
し
ま
す
か
。 

（
ね
ら
い
）「
離
さ
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
持
つ
印
象
や

言
葉
の
力
の
強
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
本
文
に
は
、「
離

さ
な
い
」
の
ほ
か
、「
離
れ
ら
れ
な
い
」「
離
せ
な
い
」

な
ど
、「
離
～
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
言
葉
の
持
つ
印
象
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、

人
魚
が
発
す
る
唯
一
の
言
葉
が
な
ぜ
「
離
さ
な
い
」
だ

っ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
言
葉
が
、「
わ
た
し
」
や
「
エ

ノ
モ
ト
さ
ん
」
に
な
ぜ
恐
怖
を
与
え
た
の
か
を
考
え
さ

せ
た
い
。 

 

●
二
四
三
ペ
ー
ジ 

問⦿

「
そ
の
く
ら
い
の
仲
で
あ
る
。」（
上
９
行
目
）
と
い

う
表
現
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
か
。 

答
私
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
、
と
き
ど
き
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
で
世
間
話
を
す
る
程
度
の
、
特
別
親
し
い
関
係
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
。 

●
二
四
五
ペ
ー
ジ 

問
「
し
ば
ら
く
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、
」
（
上
18
行
目
）

か
ら
続
く
部
分
に
は
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
が
あ
る

か
。 

答
「
わ
か
っ
た
」「
ら
し
い
」「
な
の
だ
っ
た
」
と
、
認

識
、
懐
疑
、
断
定
へ
と
表
現
が
変
化
す
る
こ
と
で
、

人
魚
を
見
た
と
き
の
驚
き
を
段
階
的
に
表
わ
す
効
果
。 

補
驚
き
と
同
時
に
魅
了
さ
れ
て
い
く
様
子
が
効
果
的

に
描
か
れ
て
い
る
。 

●
二
四
六
ペ
ー
ジ 

問
「
こ
う
い
う
わ
け
な
ん
で
」（
上
４
行
目
）
と
あ
る
が
、

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
伝
え
た
か
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。 

答
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
、
実
際
に
人
魚
を
手
に
入
れ
た
の

だ
と
い
う
こ
と
。 

補
人
魚
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
が
荒
唐
無
稽
な

話
だ
と
自
覚
し
て
い
る
が
、
と
に
も
か
く
に
も
人
魚

が
自
宅
に
い
る
と
い
う
証
拠
を
示
し
た
。
ま
た
、
曖

昧
な
言
葉
で
表
現
し
た
の
は
、
人
魚
が
実
在
す
る
と

い
う
事
実
や
、
人
魚
か
ら
離
れ
が
た
く
な
る
気
持
ち

に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
言
葉
で
説
明
で
き
な
か
っ

た
か
ら
。 

問⦿

「
人
魚
、
と
言
い
か
け
た
が…

言
い
な
お
し
た
」

（
上
10
行
目
）
こ
と
か
ら
、「
人
魚
」
を
ど
の
よ
う
な
存

在
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
か
。 

答
高
度
な
意
識
を
有
す
る
、
人
間
と
同
等
の
存
在
。 

補
人
魚
が
人
語
を
解
す
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
自
分
が
人
間
以
外
の
も
の
に
「
人
間
」
と
呼
ば

れ
た
ら
気
分
悪
か
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
あ

る
。「
人
魚
」
と
い
う
種
の
呼
び
名
で
な
く
、
「
こ
の
」

を
つ
け
、「
こ
の
ひ
と
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
人
魚
を
個
体

と
し
て
尊
重
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

●
二
四
七
ペ
ー
ジ 

問
「
交
番
に
届
け
る
も
の
な
の
？
」（
上
12
行
目
）
と
い

う
「
わ
た
し
」
の
問
い
か
け
に
対
し
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が

「
真
面
目
に
聞
い
て
よ
」（
上
14
行
目
）
と
答
え
た
の

は
な
ぜ
か
。 

答
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
人
魚
を
た
だ
の
物
で
は
な
く
人

の
よ
う
に
感
じ
て
お
り
、
行
く
当
て
の
な
い
人
魚
を

交
番
に
と
ど
け
て
相
談
す
る
の
が
適
切
だ
と
思
っ
て

い
た
か
ら
。 

補
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
に
と
っ
て
は
人
魚
を
保
護
す
る
た

め
に
連
れ
帰
っ
た
の
で
あ
る
が
、「
わ
た
し
」
に
と
っ

て
は
「
拾
得
物
の
処
理
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
違

い
が
あ
る
。「
わ
た
し
」
の
質
問
が
、
話
の
腰
を
折
る

よ
う
な
も
の
に
思
え
た
の
で
あ
る
。 

●
二
四
八
ペ
ー
ジ 

問⦿

「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
は
、
な
ぜ
、「
わ
た
し
」
に
相

談
し
た
の
か
。 

答
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
こ
の
ま
ま
人
魚
と
一
緒

に
い
る
と
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
と
に
か

く
こ
の
状
況
を
誰
か
に
話
し
た
か
っ
た
か
ら
。 

問⦿

「
こ
の
あ
り
さ
ま
」（
下
１
行
目
）
と
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
状
態
を
指
す
か
。 
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答
人
魚
の
そ
ば
に
行
き
た
く
て
い
て
も
た
っ
て
も
い

ら
れ
ず
、
い
ち
ば
ん
い
い
の
は
人
魚
を
海
に
帰
す
こ

と
だ
が
、
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
状
態
。 

問
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
ど
ん
な
か
と
思
う
と
、
少
し
ば

か
り
ぞ
っ
と
し
た
。」（
下
１
行
目
）
と
あ
る
が
、
こ
の

後
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
「
ど
ん
な
」
状
態
に
な
る
か
。 

答
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
表
情

で
た
だ
黙
っ
て
わ
た
し
を
睨
み
続
け
る
放
心
状
態
。 

補
い
ず
れ
「
わ
た
し
」
も
同
様
の
状
態
を
反
復
す
る
こ

と
に
な
る
展
開
の
伏
線
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
た

い
。
後
の
「
う
わ
あ
」
と
い
う
声
と
と
も
に
走
り
出

す
姿
も
同
じ
で
あ
る
。 

問⦿

人
魚
を
「
最
後
は
預
か
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」（
下
２
行
目
）
の
は
、
な
ぜ
か
。 

答
ひ
と
つ
は
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ

に
な
っ
て
し
ま
う
、と
思
っ
た
か
ら
。
そ
れ
に
加
え
、

こ
の
時
点
で
わ
た
し
は
既
に
人
魚
の
そ
ば
を
離
れ
た

く
な
く
な
っ
て
お
り
、
人
魚
を
離
せ
な
く
な
っ
て
い

た
か
ら
。 

●
二
四
九
ペ
ー
ジ 

問⦿

「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
同
じ
状
態
」（
下
11
行
目
）
と

は
、
ど
う
い
う
状
態
か
。 

答
人
魚
の
そ
ば
を
離
れ
ら
れ
な
い
。
外
に
出
て
い
る
と

き
の
記
憶
が
あ
ま
り
な
い
。
誰
と
し
ゃ
べ
っ
て
も
お

も
し
ろ
く
な
い
。
電
話
に
も
出
な
い
。
つ
ま
り
、
外

と
の
つ
な
が
り
を
絶
っ
て
い
る
状
態
。 

●
二
五
〇
ペ
ー
ジ 

問
「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」（
上
10
行
目
）
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
「
い
け
な
い
」
の
か
。 

答
人
魚
に
没
頭
し
て
現
実
世
界
に
適
応
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
。 

補
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
「
こ
の
ま
ま
で
は
自
分
は
だ
め
に

な
っ
て
し
ま
う
。」（
二
四
八
・
上
16
）
と
い
う
思
い

と
同
じ
。 

問⦿

「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
の
「
人
魚
を
取
り
に
来
た
」（
下

４
行
目
）
と
い
う
言
葉
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分

か
る
か
。 

答
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
人
魚
へ
の
執
着
が
弱
ま
り
、
落
ち

つ
き
を
取
り
戻
し
た
こ
と
。 

補
「
迎
え
に
来
た
」
で
は
な
く
、「
取
り
に
来
た
」
と
い

う
言
葉
か
ら
、
人
魚
が
「
モ
ノ
」
に
戻
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
一
週
間
人
魚
と
離
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

思
考
を
取
り
戻
し
て
い
る
。 

●
二
五
一
ペ
ー
ジ 

問
「
そ
の
声
は
さ
き
ほ
ど
来
の
声
よ
り
も
少
し
弱
々
し

か
っ
た
。」(

下
15
行
目)
の
は
、
な
ぜ
か
。 

答
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
も
人
魚
へ
の
執
着
を
断
ち
切
れ
て

は
い
な
い
か
ら
。 

補
人
魚
を
運
び
出
す
際
に
、
「
ぼ
く
だ
っ
て
長
く
そ
ば

に
い
れ
ば
ま
た
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
」（
二
五
〇
・

下
19
）
と
あ
る
。 

●
二
五
二
ペ
ー
ジ 

問⦿

「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
笑
い
を
見
て
、
人
魚
を
離
せ

そ
う
な
気
が
し
た
」(

下
11
行
目)

の
は
、
な
ぜ
か
。 

答
「
笑
い
」
と
い
う
、
人
の
「
感
情
」
を
表
す
表
情
を

見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
感
情
（
人
間
性
）
を

取
り
戻
し
、
緊
張
感
が
緩
め
ら
れ
た
か
ら
。 

●
二
五
三
ペ
ー
ジ 

問⦿

人
魚
が
「
わ
た
し
だ
け
を
見
て
い
る
」(

上
１
行
目)

の
は
、
な
ぜ
か
。 

答
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
一
度
人
魚
を
離
し
て
お
り
、
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
の
こ
と
は
も
う
見
限
っ
て
い
る
か
ら
。
人

魚
が
今
執
着
し
て
い
る
の
は
わ
た
し
だ
か
ら
。 

問⦿

「
や
っ
ぱ
り
離
れ
ら
れ
な
い
」(

上
４
行
目)

と
思

っ
た
の
に
、
人
魚
に
「
離
さ
な
い
」
と
言
わ
れ
て
、「
わ

た
し
」
が
逃
げ
た
の
は
、
な
ぜ
か
。 

答
人
魚
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
は
自
分
の
意
思
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
人
魚
の
処
遇
を
自
分
で
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
人
魚
の
言
葉
に
よ

っ
て
実
際
は
人
魚
の
方
が
優
位
に
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
て
、
恐
ろ
し
く
な
っ
た
か
ら
。 

補
こ
の
言
葉
に
よ
り
、
執
着
す
る
、
さ
れ
る
の
立
場
が

逆
転
し
た
か
ら
。
自
分
が
人
魚
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
い
た
の
に
、
実
は
反
対
で
、
人
魚
の
ほ
う

が
自
分
に
執
着
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
執
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着
の
強
さ
に
恐
怖
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。 

●
二
五
四
ペ
ー
ジ 

問⦿
「
離
さ
な
い
で
い
る
だ
け
の
強
さ
」(

下
10
行
目)

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

答
人
魚
を
離
さ
な
い
こ
と
と
引
き
換
え
に
、
他
者
や
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
絶
ち
、
人
間
ら
し
さ
を
喪
失
し

て
ま
で
人
魚
と
一
緒
に
居
続
け
る
こ
と
を
恐
れ
な
い

強
さ
。 
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語
句
の
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
二
四
三
ペ
ー
ジ 

上
１
妙
な
も
の 

人
魚
の
こ
と
。
後
（
二
四
四
・
上
２
、

３
）
に
も
同
じ
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
、「
わ
た
し
」
同

様
に
読
者
も
「
妙
な
も
の
」
の
正
体
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
る
。
印
象
的
な
冒
頭
部
分
で
あ
る
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん 

カ
タ
カ
ナ
表
記

に
よ
り
、
読
み
手
が
自
由
に
人
物
像
を
思
い
描
く
こ

と
が
で
き
る
。
「
画
家
兼
高
校
教
師
」
で
あ
り
、「
わ

た
し
の
部
屋
の
真
上
の
部
屋
に
住
ん
で
い
る
」
こ
と

や
、
部
屋
の
様
子
、
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
な
ど
が
詳

細
に
描
か
れ
る
一
方
で
、
外
見
に
関
す
る
描
写
は

「
髭
を
し
ご
い
た
」（
二
四
五
・
下
７
）
こ
と
程
度
で
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。
川
上
弘
美
は
「
あ
ま
り
登
場
人
物

に
色
が
つ
か
な
い
よ
う
に
」
「
カ
タ
カ
ナ
に
す
る
こ

と
が
多
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
（「
広
告
批
評
」
一
部

を
書
い
て
全
部
を
書
き
た
い 

マ
ド
ラ
出
版 

平

成
十
三
） 

上
６
と
ん
と
ん 

こ
こ
で
は
階
段
を
上
り
下
り
す
る
擬

音
語
。
軽
快
な
印
象
で
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
の
気
軽

な
間
柄
が
連
想
さ
れ
る
。 

上
11
男
所
帯 

男
だ
け
で
女
の
い
な
い
暮
ら
し
の
こ

と
。
他
に
「
髭
を
し
ご
い
た
」（
二
四
五
・
下
７
）
と

い
う
部
分
で
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
性
別
が
分
か
る
。 

下
３
輪
郭
が
く
っ
き
り 

「
画
の
道
具
」「
カ
メ
ラ
」「
雑

誌
」
な
ど
、
モ
ノ
が
多
数
置
か
れ
て
い
る
部
屋
だ
と

分
か
る
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
人
物
像
を
想
像
す
る
手

が
か
り
に
な
る
箇
所
で
も
あ
る
。 

下
６
手
動
の
ミ
ル
で
豆
を
挽
き
、
布
で
漉
す
。 

エ
ノ
モ

ト
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
の
一
面
。
本
人
の
外
見
描
写
は

ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
様
々
な
モ
ノ
を
配

置
し
て
人
と
な
り
を
表
現
し
て
い
る
。 

下
８
た
い
へ
ん
よ
ろ
し
き
も
の
な
の
で
あ
る
。 

文
語

的
な
表
現
。「
わ
た
し
」
が
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
コ
ー
ヒ

ー
を
楽
し
み
、
ま
た
あ
り
が
た
い
も
の
と
し
て
頂
戴

し
て
い
る
様
子
と
も
読
め
る
。
川
上
弘
美
は
「
よ
く

古
い
言
葉
を
使
っ
て
る
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。
自
分
で

は
そ
ん
な
つ
も
り
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
書
い
て
い
る

う
ち
に
自
然
と
出
て
く
る
み
た
い
で
。
」
と
述
べ
て

い
る
。（
「
広
告
批
評
」
一
部
を
書
い
て
全
部
を
書
き

た
い 
マ
ド
ラ
出
版 

平
成
十
三
） 

●
二
四
四
ペ
ー
ジ 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 
桜
が
咲
き
は
じ
め
て
い
た
。 

こ

れ
以
降
、
要
所
要
所
で
桜
が
描
か
れ
、
場
面
状
況
の

と
密
接
に
関
連
し
た
役
割
を
果
た
す
。
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
が
人
魚
を
手
に
入
れ
た
の
は
物
語
の
「
二
か
月
ほ

ど
前
」
、
つ
ま
り
二
月
初
旬
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み

始
め
る
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
物
語
が
始
ま
る
の
が

「
咲
き
は
じ
め
」
の
時
期
な
の
で
四
月
初
旬
、「
わ
た

し
」
が
人
魚
を
預
か
っ
て
一
週
間
後
に
満
開
を
過
ぎ

散
り
始
め
、
最
後
の
場
面
で
は
「
す
っ
か
り
散
っ
て
」

い
る
。
こ
の
よ
う
に
時
間
の
推
移
が
告
げ
ら
れ
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
の
印
象
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
、

桜
の
満
開
に
向
け
て
人
魚
へ
の
執
着
度
の
高
ま
り

を
示
し
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
海
の
場
面
で
は
、

降
り
注
ぐ
ほ
ど
の
花
び
ら
と
人
魚
か
ら
の
強
烈
な

執
着
の
恐
怖
を
印
象
付
け
る
効
果
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

桜
と
人
魚
の
描
写
を
重
ね
る
こ
と
で
、
す
べ
て
は
桜

が
も
た
ら
し
た
幻
想
の
よ
う
に
も
読
め
る
だ
ろ
う
。 

上
18
何
か
の
匂
い
が
し
た
。 

こ
の
段
階
で
も
ま
だ
こ

の
匂
い
が
人
魚
の
も
の
で
あ
る
と
は
明
か
さ
れ
て

お
ら
ず
、
読
者
の
興
味
を
引
き
つ
け
る
。 

上
20
画
架 

絵
を
描
く
時
に
カ
ン
バ
ス
や
画
板
を
支

え
る
台
。
イ
ー
ゼ
ル
。 

下
７
少
し
痩
せ
た
か
。 

以
前
に
比
べ
痩
せ
て
い
る
と

「
わ
た
し
」
感
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
の
元
来
の
容
姿
に
関
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
痩
せ

た
の
は
人
魚
に
執
着
す
る
が
故
で
あ
ろ
う
。 

下
８
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
、
元
気
だ
っ
た
？ 

と
聞
く
と
、

「
わ
た
し
」
の
台
詞
に
は
引
用
符
（「 

」）
が
つ
い

て
い
な
い
。
一
人
称
語
り
が
地
の
文
と
溶
け
合
う
よ

う
に
作
品
が
成
立
し
て
い
る
。「
わ
た
し
」
か
ら
の
視

点
で
あ
る
こ
と
の
強
調
、
文
章
の
リ
ズ
ム
を
良
く
す

る
こ
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
へ
の
発
話
が
読
者
に
も
向
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け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
物
語
世
界
に
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
な
効
果
な
ど
が
あ
る
。 

下
９
眉
を
よ
せ
な
が
ら 

不
快
や
憂
い
の
念
な
ど
か
ら

眉
の
寄
っ
た
よ
う
な
表
情
を
す
る
こ
と
。
眉
を
ひ
そ

め
る
。
こ
こ
で
は
話
の
腰
を
折
ら
れ
た
よ
う
に
思
っ

た
不
愉
快
を
示
す
。 

●
二
四
五
ペ
ー
ジ 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

ま
ぐ
ろ
よ
り
は
小
さ
く
、
鯛
よ
り

は
大
き
い
。 

ま
ぐ
ろ
の
全
長
は
約
二
～
三
メ
ー
ト

ル
。
鯛
の
全
長
は
約
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
後
に

「
人
間
の
大
人
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
大
き
さ
」
（
二

四
五
・
下
３
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
具
体
的

な
大
き
さ
を
示
す
と
い
う
よ
り
、
魚
と
の
比
較
を
あ

え
て
す
る
表
現
。
ま
た
、
こ
の
後
に
詳
細
な
記
述
が

続
く
が
、
登
場
人
物
と
は
対
照
的
に
、
人
魚
に
つ
い

て
一
定
の
外
見
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
が
想
像
す
る
こ

と
に
な
る
。
人
魚
を
想
像
す
る
と
き
ア
ニ
メ
や
漫
画

的
な
表
現
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
だ
が
、
非
現
実
的
な

存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
外
見
の
特
徴
を
丹
念
に
描

き
リ
ア
ル
で
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
。
あ
く
ま
で
現
実
世
界
で
起
き
る
出
来
事
な

の
で
あ
り
、
た
だ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
は
違
う
絶
妙

な
バ
ラ
ン
ス
の
物
語
世
界
に
な
っ
て
い
る
。 

上
13
造
作 

「
ぞ
う
さ
く
」
。
建
築
や
建
築
内
部
の
総

称
。
比
喩
的
に
、
顔
の
つ
く
り
、
目
鼻
立
ち
の
こ
と
。 

下
７
髭
を
し
ご
い
た
。 

長
い
「
髭
」
は
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
の
外
見
に
関
す
る
数
少
な
い
記
述
の
一
つ
。 

下
19
潮
の
匂
い
が
強
か
っ
た
。 

人
魚
は
、
初
期
の
川

上
作
品
の
特
徴
で
あ
る
、
異
種
と
い
も
い
う
べ
き
存

在
で
あ
る
。
や
や
も
す
る
と
ア
ニ
メ
や
お
と
ぎ
話
で

描
か
れ
る
よ
う
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
的
要
素
の
強
い

存
在
だ
が
、
こ
こ
で
は
嗅
覚
的
特
徴
を
示
す
こ
と
で

現
実
味
を
持
た
せ
、
人
魚
の
外
見
を
リ
ア
ル
に
描
い

た
こ
と
と
同
様
に
、
幻
想
と
現
実
が
混
ざ
り
合
う
よ

う
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
。 

●
二
四
六
ペ
ー
ジ 

上
10
人
魚
、
と
言
い
か
け
た
が
や
め
に
し
て
、 

「
人

魚
」
と
い
う
種
の
呼
び
名
で
な
く
、「
こ
の
」
を
つ
け
、

「
こ
の
ひ
と
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
人
魚
を
個
体
と
し

て
尊
重
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
初
め
て

人
魚
を
見
た
時
に
既
に
、
人
魚
に
魅
了
さ
れ
始
め
て

い
た
の
で
あ
る
。 

上
17
盥 
水
や
湯
を
入
れ
て
顔
や
手
足
を
洗
う
器
の

総
称
。 

上
17
鰺 

ア
ジ
科
の
魚
の
総
称
。
全
長
約
三
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
食
用
。 

下
20
人
魚
が
い
か
に
人
を
惹
き
つ
け
て
離
さ
な
い
か 

「
惹
き
つ
け
る
」
は
、
人
の
心
を
誘
い
寄
せ
る
、
魅

了
す
る
の
意
。
こ
こ
で
題
名
の
「
離
さ
な
い
」
と
い

う
言
葉
が
出
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
「
セ
イ
レ
ー
ン
」

や
、「
ロ
ー
レ
ラ
イ
伝
説
」
を
始
め
、
各
地
に
残
る
人

魚
伝
説
な
ど
を
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。 

●
二
四
七
ペ
ー
ジ 

上
12
顔
を
し
か
め 

不
快
な
ど
か
ら
表
情
を
ゆ
が
め

る
こ
と
。 

上
17
真
面
目
に
拾
得
物
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
考
え
て

る
ん
だ
わ
よ
。 

「
わ
た
し
」
は
ま
だ
人
魚
に
完
全

に
魅
了
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
拾
得
物
」
と
表
現
し
て
い

る
が
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
に
と
っ
て
人
魚
は
「
物
」
で

は
な
く
、
話
が
か
み
合
わ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
言
葉

遣
い
か
ら
「
わ
た
し
」
が
女
性
で
あ
る
と
判
断
で
き

る
。
他
に
「
お
茶
で
も
い
れ
る
わ
よ
。
」（
二
四
八
・

下
８
）
、
「
む
つ
か
し
い
わ
よ
。
」
（
二
五
二
・
下
10
）

が
同
様
の
言
葉
遣
い
と
し
て
出
て
く
る
。 

下
１
最
初
は
、 

後
に
続
く
の
は
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
言

葉
だ
が
、「 

」
が
つ
い
て
い
な
い
。
一
時
的
に
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
視
点
の
語
り
に
切
り
替
わ
り
、
地
の
文
に

混
ざ
り
合
っ
て
い
る
。「
二
か
月
前
、
南
方
に
旅
を
し

た
。
」（
二
四
四
・
下
20
）
か
ら
始
ま
る
段
落
も
同
様
。 

下
３
お
っ
く
う 

面
倒
く
さ
く
て
気
が
進
ま
な
い
こ
と
。 

下
６
一
刻
も
早
く 

わ
ず
か
の
時
間
も
猶
予
が
な
い
こ

と
。 

下
10
画
布 

油
絵
を
描
く
の
に
用
い
る
布
。
キ
ャ
ン
バ

ス
。
カ
ン
バ
ス
。 
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●
二
四
八
ペ
ー
ジ 

上
７
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
い 

不
安
や
苛
立
ち
、

喜
び
な
ど
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
様
子
。 

下
９
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
浴
槽
か
ら
動
こ
う
と
し
な
い
。 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
様
子
が
急
に
変
わ
っ
た
場
面
。

「
わ
た
し
」
が
自
室
に
戻
っ
て
浴
槽
に
水
を
入
れ
て

い
る
間
に
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
一
人
だ
け
で
人
魚
と
一

緒
に
い
た
こ
と
で
、
人
魚
に
強
く
魅
了
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

●
二
四
九
ペ
ー
ジ 

上
４
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
気
配
が
部
屋
じ
ゅ
う
に
濃
く
漂

っ
て
い
る
。 

放
心
状
態
の
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
夜
に

な
っ
て
も
人
魚
の
い
る
浴
室
に
長
時
間
残
っ
て
お

り
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
も
「
わ
た
し
」
に
は
分

か
ら
ず
、
異
様
な
緊
張
が
は
り
つ
め
て
い
る
様
子
。

浴
室
で
人
魚
を
見
て
い
る
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
存
在

を
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
様
子
。 

上
13
コ
ッ
プ
に
浮
か
せ
た
桜
の
花
び
ら
の
よ
う
に
、
ふ

わ
り
と
水
に
浮
き
な
が
ら
、
人
魚
は
眠
っ
て
い
た
。 

「
花
び
ら
は
、
水
に
浮
い
て
ふ
よ
ふ
よ
と
漂
っ
た
。
」

（
二
四
四
・
上
12
）
に
あ
る
桜
の
花
び
ら
と
、
人
魚

の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
描
写
。
ま
た
、
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
の
錯
乱
状
態
と
落
ち
着
い
た
人
魚
の
様
子
が
対

照
的
に
描
か
れ
、
読
者
に
不
気
味
な
印
象
を
与
え
る
。 

下
７
会
社
に
行
き
家
に
帰
り
食
事
を
と
り
人
魚
を
眺
め

眠
っ
た
。 

前
後
で
同
様
の
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
、

段
々
と
人
魚
の
記
述
が
増
え
る
。「
わ
た
し
」
が
人
魚

に
執
着
し
、
没
頭
し
て
い
く
様
子
。
淡
々
と
描
か
れ

る
こ
と
に
よ
り
、「
わ
た
し
」
の
生
気
が
失
わ
れ
て
い

く
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。 

●
二
五
〇
ペ
ー
ジ 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
だ
け
は
僅
か
に

喋
り
た
い
よ
う
な
気
が
し
た
。 

外
部
と
の
つ
な
が

り
を
断
っ
て
人
魚
に
執
着
す
る
な
か
で
、
エ
ノ
モ
ト

さ
ん
と
だ
け
は
ど
こ
か
で
関
わ
り
を
求
め
る
の
は
、

二
人
の
同
質
性
や
、
近
す
ぎ
ず
遠
か
ら
ず
と
い
う
距

離
感
か
ら
で
あ
ろ
う
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
「
わ
た
し
」

に
相
談
す
る
こ
と
に
し
た
か
ら
こ
の
物
語
は
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
記
述
か
ら
、
こ
の
作
品

を
「
わ
た
し
」
と
人
魚
の
物
語
で
は
な
く
、「
わ
た
し
」

と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
も
で

き
る
。 

上
16
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン 

i
n
t
e
r
ph

o
n
e

（
英
語
）。
玄
関

と
室
内
、
部
屋
と
部
屋
と
の
通
話
に
用
い
る
私
設
有

線
通
話
装
置
。 

下
13
「
海
に
帰
す
。」 

二
人
は
「
い
ち
ば
ん
い
い
の
は

人
魚
を
海
に
帰
す
こ
と
だ
」（
二
四
八
・
上
18
）
と
最

初
か
ら
気
付
い
て
お
り
、
そ
れ
を
実
行
に
移
そ
う
と

し
て
い
る
。
な
お
、「
返
す
」
で
は
な
く
「
帰
す
」
と

い
う
表
記
な
の
は
、
人
魚
が
「
拾
得
物
」（
二
四
七
・

上
16
）
で
は
な
く
「
ひ
と
」（
二
四
六
・
上
10
）
の

よ
う
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
。 

●
二
五
一
ペ
ー
ジ 

上
14
海
岸
沿
い
の
土
手
に
は
桜
の
並
木
が
あ
っ
た
。 

人
魚
を
手
離
す
場
面
は
、
桜
の
花
び
ら
が
舞
い
散
る

中
で
進
行
す
る
。
人
魚
と
桜
の
魅
力
的
、
魔
力
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
合
う
。 

上
15
ひ
っ
き
り
な
し 

切
れ
目
が
な
い
こ
と
。
絶
え
間

が
な
い
こ
と
。
「
引
き
切
り
無
し
」
の
音
便
。 

上
１５
葉
桜 

花
が
散
っ
て
若
葉
が
出
始
め
た
頃
の
桜
。

夏
の
季
語
。 

上
17
う
ら
ら
か 

空
が
晴
れ
て
、
日
影
の
明
る
く
お
だ

や
か
な
さ
ま
。
多
く
春
の
日
に
い
う
。
前
出
の
「
葉

桜
」
が
初
夏
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
今
が
ま
さ
に
春

と
夏
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。 

下
４
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
て 

「
せ
っ
ぱ
つ
ま
る
」
は
、
切

羽
詰
ま
る
。
物
事
が
差
し
迫
る
、
全
く
窮
す
る
、
最

後
の
土
壇
場
に
な
る
意
。 

下
16
さ
き
ほ
ど
来 

先
程
か
ら
、
少
し
前
か
ら
の
意
。 

下
17
目
を
し
ば
た
い
た
。 

し
き
り
に
ま
ば
た
き
を
す

る
こ
と
。
し
ば
た
た
く
。 

●
二
五
二
ペ
ー
ジ 

上
４
誘
う
口
調 

「
自
分
の
声
で
は
な
い
み
な
い
」
な

「
甘
い
声
」
の
よ
る
誘
惑
の
言
葉
。
人
魚
が
「
わ
た

し
」
に
言
わ
せ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
は
、
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「
わ
た
し
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
執
着
を
共
有
す
る

関
係
性
を
表
し
て
い
る
と
も
読
め
る
。
二
人
が
執
着

を
捨
て
る
こ
と
も
、
続
け
る
こ
と
も
、
執
着
を
共
有

す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。 

下
８
「
せ
え
の
」 

悠
長
な
声
と
あ
る
が
、
人
魚
に
魅

了
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
精
一
杯
の
声
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
声
は
「
わ
た
し
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が

二
人
で
出
す
、
人
魚
へ
の
執
着
に
抵
抗
す
る
声
で
あ

る
。 

●
二
五
三
ペ
ー
ジ 

上
２
白
磁
に
切
れ
込
み
を
入
れ
た
よ
う
な
目 

こ
の
表

現
と
「
赤
く
薄
い
く
ち
び
る
」（
上
７
）
と
い
う
人
魚

の
造
作
が
、
桜
の
花
び
ら
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
合

う
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

「
離
さ
な
い
」 

こ
れ
ま
で
「
わ

た
し
」
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
二
人
の
側
か
ら
「
離
れ

ら
れ
な
い
、
離
せ
な
い
」
苦
悩
が
語
ら
れ
て
き
た
が
、

一
転
し
て
、
人
魚
の
側
か
ら
「
離
さ
な
い
」
と
言
わ

れ
る
。
伝
説
上
の
人
魚
は
そ
の
声
に
特
別
な
力
が
あ

り
、
美
し
い
声
で
人
を
惑
わ
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

ま
で
何
も
話
さ
な
か
っ
た
人
魚
の
た
っ
た
一
言
発

す
る
言
葉
が
、
強
い
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
直
後
、「
は
っ
き
り
と
響
く
声
で
、
人
魚

は
言
っ
た
。
」「
わ
た
し
の
顔
を
見
据
え
て
、
人
魚
は

言
っ
た
。
」
と
た
た
み
掛
け
る
よ
う
に
反
復
す
る
表

現
に
よ
っ
て
、
人
魚
の
言
葉
の
衝
撃
を
強
調
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
あ
ま
り
に
強
烈
な
声
の
力
に
よ

っ
て
、
離
さ
な
い
主
体
だ
っ
た
は
ず
が
、
執
着
さ
れ

る
客
体
で
も
あ
る
と
い
う
事
実
が
暴
か
れ
た
瞬
間
、

人
魚
の
魔
力
は
恐
怖
に
変
わ
る
の
で
あ
る
。 

上
12
う
わ
あ
、
と
い
う
声
が
、
わ
た
し
の
口
か
ら
も
も

れ
出
た
。 

か
つ
て
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
も
同
じ
声
を
出

し
た
。「
も
れ
出
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
の
恐

怖
が
意
図
せ
ず
声
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
叫
び
声

な
の
か
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
声
な
の
か
を
想
像
す
る

こ
と
で
、
こ
の
恐
怖
が
ど
の
よ
う
な
心
情
な
の
か
、

さ
ら
に
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

下
11
桜
が
、
海
岸
に
ま
で
飛
ん
で
き
て
い
た
。 

桜
の

花
び
ら
と
人
魚
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
合
う
場
面

は
こ
れ
ま
で
何
度
も
あ
っ
た
が
、
人
魚
そ
の
も
の
が
、

桜
が
見
せ
た
幻
想
だ
っ
た
と
も
読
め
る
。
散
っ
て
い

く
桜
は
、
そ
の
魔
力
を
使
い
果
た
し
て
い
く
姿
の
よ

う
で
も
あ
る
。 

●
二
五
四
ペ
ー
ジ 

上
２
桜
は
す
っ
か
り
散
っ
て
い
た
。 

時
間
の
経
過
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
表
わ
す
。
桜
が
見
せ
た
人
魚

と
い
う
幻
覚
も
す
っ
か
り
無
く
な
っ
て
い
る
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

魅
入
ら
れ
た 
「
魅
入
る
」
は
執

念
を
か
け
る
こ
と
。
多
く
受
け
身
の
形
で
、
取
り
付

か
れ
る
こ
と
、
強
い
魅
力
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
心
を

奪
わ
れ
る
こ
と
。「
人
魚
、
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
」

と
い
う
「
わ
た
し
」
の
問
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
魚
と
は
、
何
か
に
魅
入
ら
れ
る
こ
と
の
象

徴
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
二
人
が
人

魚
に
執
着
す
る
、
魅
了
さ
れ
る
物
語
で
あ
り
、
ま
た
、

執
着
や
魅
了
と
い
う
気
持
ち
そ
の
も
の
を
描
い
た

物
語
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。 

下
１
桜
が
散
る
様
子
ば
か
り
を
克
明
に
覚
え
て
い
る
の

だ
っ
た
。 

人
魚
で
は
な
く
桜
を
覚
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
も
、
全
て
は
桜
が
も
た
ら
し
た
幻
想
で

あ
っ
た
と
も
読
め
る
。 
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注
意
す
る
語
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
＊
で
用
例
を
示
し
た
） 

う
っ
ち
ゃ
る…

ほ
う
り
出
す
。
ほ
っ
た
ら
か
す
。 

＊
宿
題
を
う
っ
ち
ゃ
っ
て
友
達
と
遊
ぶ
。 

も
っ
た
い
ぶ
る…
い
か
に
も
重
々
し
く
お
お
げ
さ
に
ふ

る
ま
う
。 

＊
彼
は
昨
夜
の
出
来
事
を
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
話
し
出
さ

な
い
。 

そ
ぞ
ろ…

気
持
ち
が
落
ち
着
か
な
い
こ
と
。
そ
わ
そ
わ

す
る
さ
ま
。 

＊
試
験
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
、
心
も
そ
ぞ
ろ
だ

っ
た
。 

涼
し
げ…

ほ
ど
よ
く
冷
た
く
て
気
持
ち
の
よ
い
さ
ま
。

さ
わ
や
か
で
あ
る
さ
ま
。 

＊
涼
し
げ
な
風
が
吹
い
て
き
た
。 

後
じ
さ
る…

前
を
向
い
た
ま
ま
後
ろ
へ
さ
が
る
。
後
ず

さ
る
。
ま
た
、
た
め
ら
っ
て
ぐ
ず
ぐ
ず
す
る
。 

＊
猛
獣
を
前
に
、
彼
は
後
じ
さ
っ
た
。 

て
き
ぱ
き…

物
事
の
処
理
や
対
応
な
ど
、
動
作
の
機
敏

な
さ
ま
。
言
葉
や
態
度
が
歯
切
れ
の
よ
い
さ
ま
。 

＊
彼
女
は
隊
員
に
て
き
ぱ
き
と
指
示
を
出
し
た
。 

歯
を
食
い
し
ば
る…

苦
痛
や
困
難
・
怒
り
な
ど
を
、
歯

を
か
み
合
わ
せ
て
必
死
に
こ
ら
え
る
。 

＊
歯
を
食
い
し
ば
り
、
声
を
抑
え
て
泣
い
た
。 

魅
入
る…

執
念
深
く
と
り
つ
く
。
心
を
奪
う
。 

＊
彼
は
悪
魔
に
魅
入
ら
れ
た
。 
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鑑
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
作
者
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
品
で
も
あ
る
短
編
集
「
神
様
」
の
な
か
で
も
、

「
離
さ
な
い
」
は
異
色
で
あ
る
。
同
短
編
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
他
の
作
品

も
含
め
、
「
異
界
の
者
」
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
共
通
の
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
が
、「
離
さ
な
い
」
に
お
け
る
「
異
界
の
者
」
す
な
わ
ち
人
魚
と
は
、
は

っ
き
り
と
決
別
す
る
。
い
や
、「
人
魚
の
す
が
た
か
た
ち
も
、
人
魚
か
ら
離

れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
、
は
っ
き
り
と
は
思
い
出
せ
な
か
っ
た
」
と

あ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
人
魚
は
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

く
ら
い
、
人
魚
と
「
わ
た
し
」
と
の
距
離
は
離
れ
て
い
る
。「
神
様
」
の

「
く
ま
」
を
は
じ
め
と
し
、
川
上
作
品
の
多
く
は
「
異
界
の
者
」
と
の
接
触

を
通
し
な
が
ら
様
々
に
そ
の
存
在
の
性
格
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
「
離
さ
な
い
」
は
、
「
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
真
正
面
か
ら
向

き
合
っ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。 

 

物
語
は
「
旅
先
で
妙
な
も
の
を
手
に
入
れ
た
」
か
ら
始
ま
る
。
人
魚
は

「
妙
な
も
の
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
で
も
な
け
れ
ば
そ
れ
以
下
で
も
な

い
。
こ
の
冒
頭
の
一
文
が
、
人
魚
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
人
魚
を

「
手
に
入
れ
た
」
の
は
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
で
あ
る
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
画
家
兼

高
校
教
師
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
旅
を
す
る
。
「
異
界
の
者
」
で
あ
る
人
魚
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
境
界
／
周
縁
の
者
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
「
異
界
の
者
」
と
は
、
ま
っ
た
く
別
世
界
の
も
の
、
想
像
も
及
ば
ぬ
別

次
元
の
何
か
で
は
な
い
。
人
の
世
界
に
入
り
込
み
、
言
葉
を
操
る
時
点
で
、

「
境
界
／
周
縁
」
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
人
の
世
界
の
境
界
の
者
で
あ

る
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
、
異
界
の
境
界
の
者
で
あ
る
人
魚
が
出
会
う
の
は
必
然

で
あ
っ
た
。 

そ
の
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
「
わ
た
し
」
は
、
同
じ
建
物
の
上
下
の
部
屋
を
そ

れ
ぞ
れ
の
住
居
と
し
て
い
る
。
数
あ
る
嗜
好
品
に
も
れ
ず
、
コ
ー
ヒ
ー
も
嗜

好
性
が
高
い
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
ミ
ル
を
引
く
と
こ
ろ
か
ら
淹
れ
る
コ
ー
ヒ

ー
を
「
た
い
へ
ん
よ
ろ
し
き
も
の
」
と
評
す
る
私
は
、
コ
ー
ヒ
ー
で
緩
や
か

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
嗜
好
性
の
共
通
こ
そ
が
、
秘
密
を
共
有
す
る
条
件
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
「
わ
た
し
」
に
人
魚
の
存
在
を
明
か
し
た

の
か
。
自
分
の
執
着
を
、
そ
れ
こ
そ
強
烈
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
誰

彼
構
わ
ず
に
は
打
ち
明
け
な
い
。
「
異
界
の
者
」
を
共
有
す
る
相
手
は
、
他

で
も
な
い
「
わ
た
し
」
な
の
で
あ
る
。 

 

「
神
様
」
に
登
場
す
る
「
異
界
の
者
」
た
ち
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
住
人

で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
現
実
の
世
界
の
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
人
魚

も
同
様
に
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
「
わ
た
し
」
の
外
見
の
描
写
が
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
容
姿
や
仕
草
、
匂
い
ま
で
も
が
詳
細
に
、
緻

密
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
「
異
界
の
者
」
と
接
触
は
し
て
も
決
し
て
馴
れ
合

い
は
し
な
い
、
一
種
の
敬
意
の
現
れ
で
あ
ろ
う
か
。 

 

人
魚
へ
の
異
様
な
ほ
ど
の
執
着
は
、
「
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
も
の
ら
し

い
」
。
な
ぜ
惹
か
れ
る
の
か
、
で
は
な
く
惹
か
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
エ

ノ
モ
ト
さ
ん
と
「
わ
た
し
」
は
人
魚
の
そ
ば
を
離
れ
ら
れ
な
く
な
る
が
、
ど

う
し
て
離
れ
た
く
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
は
一
切
説
明
さ
れ
な
い
。
「
い
に

し
え
の
昔
か
ら
、
人
魚
と
は
そ
う
い
う
も
の
と
決
ま
っ
て
い
る
」
の
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
ど
の
よ
う
な
執
着
な
の
か
、
そ
の
様
子
は
克
明
に
、
グ

ロ
テ
ス
ク
さ
を
伴
う
リ
ア
リ
テ
ィ
で
淡
々
と
描
写
さ
れ
る
。
強
す
ぎ
る
執
着

は
社
会
生
活
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
、「
自
分
は
だ
め

に
な
っ
て
し
ま
う
」
か
ら
、「
わ
た
し
」
に
人
魚
を
預
か
っ
て
欲
し
い
と
依

頼
し
た
。
だ
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
当
は
、「
わ
た
し
」
に
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も
人
魚
を
知
っ
て
欲
し
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ー
ヒ
ー
で
緩

や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
た
二
人
は
、
人
魚
を
媒
体
と
し
た
、
い
わ
ば
共
犯
者

と
し
て
強
く
結
び
つ
い
た
。「
わ
た
し
」
が
人
魚
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、

外
の
世
界
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
た
時
も
、
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
だ
け
は
僅

か
に
喋
り
た
い
よ
う
な
気
が
し
た
」
の
で
あ
る
。 

 

人
魚
へ
の
執
着
が
一
人
で
抱
え
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
同
様
に
、

そ
の
執
着
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
ま
た
、
一
人
で
は
で
き
な
い
。
最
後
の
魔
力

を
振
り
絞
る
よ
う
に
桜
並
木
か
ら
花
び
ら
が
散
る
、
ど
こ
と
も
知
れ
ぬ
海
岸

は
、
あ
ま
り
に
も
幻
想
的
で
あ
る
。
こ
の
幻
想
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
二
人
が
新
た
に
共
有
し
た
「
笑
い
」
で
あ
っ
た
。 

人
魚
に
は
表
情
の
描
写
が
な
い
。
ま
た
、
人
魚
に
接
す
る
と
き
の
二
人
の

表
情
や
感
情
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
人
魚
と
の
関
係
性
は
、
離
す
か
離
さ
な

い
か
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
執
着
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
執
着
の
主
客

が
逆
転
し
た
と
き
に
、
執
着
す
る
こ
と
は
魅
了
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
執
着

す
る
／
魅
了
さ
れ
る
こ
と
に
、
理
由
は
な
い
。
な
ぜ
離
せ
な
い
の
か
、
な
ぜ

離
さ
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
は
最
後
ま
で
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。「
分

か
ら
な
い
こ
と
」
こ
と
の
客
体
に
な
る
こ
と
、
あ
る
い
は
「
分
か
ら
な
い
こ

と
」
そ
れ
自
体
が
、
恐
怖
の
正
体
で
あ
る
。 

 

「
異
界
の
者
」
を
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。
理
解
せ
ず
に
た
だ
受
け
入
れ

る
こ
と
も
ま
た
難
し
い
。
二
人
は
、「
ず
っ
と
離
さ
な
い
で
い
る
だ
け
の
強

さ
」
が
な
か
っ
た
と
振
り
返
る
が
、
離
そ
う
と
し
な
い
も
の
か
ら
離
れ
る
た

め
に
は
、
別
の
強
さ
が
必
要
で
あ
る
。
人
魚
と
は
執
着
以
外
の
関
係
性
を
持

て
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
成
立
し
な
い
執
着
か
ら

な
ん
と
か
逃
げ
出
せ
た
と
い
う
、
綺
麗
事
で
は
す
ま
な
い
「
異
界
の
者
」
と

の
接
触
の
有
り
様
で
あ
る
。「
離
さ
な
い
」
は
、「
分
か
ら
な
い
」
こ
と
を
無

理
に
分
か
ろ
う
と
せ
ず
、
け
れ
ど
も
、
ど
の
よ
う
に
「
分
か
ら
な
い
」
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
誠
実
に
向
き
合
っ
た
二
人
の
物
語
で
あ
る
。 

最
後
に
、
人
魚
と
の
こ
の
奇
妙
な
出
来
事
を
描
く
た
め
に
は
、
桜
の
存
在

が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
桜
の
咲
き
ほ
こ
る
美
し
さ
、
説
明
の
つ
か
な
い
幻
想

性
が
、
逆
説
的
に
人
魚
の
存
在
に
説
得
力
を
与
え
る
。
こ
の
物
語
の
三
重

性
、
す
な
わ
ち
、「
わ
た
し
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
／
人
魚
」
、
「
わ
た
し
／
エ
ノ

モ
ト
さ
ん
」
、「
人
魚
／
桜
」
は
、
鮮
や
か
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、「
離
さ
な

い
」
の
世
界
を
描
き
出
し
て
い
る
。 
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・「
今
は
も
う
な
い
も
の
の
光―

―

川
上
弘
美
「
神
様
」
」 

堀
江
敏
幸
（「
文

学
界
」〈
文
学
界
図
書
館
〉
平
十
・
十
二
） 

  

作
者
が
目
を
凝
ら
し
、
時
に
は
息
を
つ
め
、
そ
れ
で
い
て
外
か
ら
は
肩
の

力
を
き
れ
い
に
抜
い
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
巧
み
な
呼
吸
を
つ
む
ぎ

な
が
ら
描
き
出
す
の
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
遭
遇
し
た
《
存
在
》
と
の
精

髄
だ
け
の
恋
な
の
で
あ
り
、
多
少
大
袈
裟
に
い
え
ば
、
刹
那
的
に
し
か
あ
り

え
な
い
命
の
手
触
り
で
あ
る
。
／
事
実
上
の
処
女
作
と
し
て
認
知
さ
れ
た
表

題
作
を
ふ
く
む
短
篇
集
『
神
様
』
に
収
め
ら
れ
た
九
つ
の
作
品
は
、
一
様
に

接
触
と
離
反
を
主
題
と
し
つ
つ
、
電
子
の
冷
た
さ
を
じ
ん
わ
り
と
人
肌
の
温

も
り
に
変
え
る
よ
う
な
不
思
議
な
熱
を
帯
び
て
い
る
。
こ
こ
に
は
あ
か
ら
さ

ま
な
恋
の
台
詞
も
性
愛
の
場
面
も
な
い
。
ま
さ
し
く
神
様
の
み
に
許
さ
れ
た

高
雅
な
差
配
が
あ
っ
て
、
登
場
人
物
た
ち
は
み
な
、
そ
の
透
明
な
指
図
を
素

直
に
実
践
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
な
の
だ
。
強
い
気
持
ち
で
相
手
を
所
有
し

よ
う
と
し
な
い
か
ら
、
彼
ら
は
至
近
距
離
ま
で
心
が
通
っ
て
も
最
終
的
な
合

一
な
ど
願
い
は
し
な
い
し
、
離
別
に
際
し
て
も
自
分
を
見
失
っ
て
泣
き
崩
れ

た
り
し
な
い
。（…

）
ふ
わ
ふ
わ
と
し
て
同
時
に
ど
っ
し
り
と
し
た
存
在
感
を

彼
（
注
・「
神
様
」
の
く
ま
）
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
だ
。
異
界
的
と
も

呼
び
う
る
状
況
設
定
な
の
に
、
も
っ
て
ま
わ
っ
た
口
実
作
り
な
ど
抜
き
に
し

て
、
な
に
か
が
突
然
《
わ
た
し
》
の
日
常
に
降
り
立
ち
、
ひ
ど
く
近
し
い
《
存

在
》
と
な
っ
て
呼
吸
を
開
始
す
る
。（…

）
／
透
明
で
重
み
の
な
い
幽
霊
を
支

え
て
い
る
の
が
、
相
合
い
傘
や
空
豆
と
い
っ
た
具
体
的
な
媒
介
物
で
あ
る
こ

と
も
指
摘
し
て
お
い
て
い
い
だ
ろ
う
。
お
な
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
の
真
上

に
住
ん
で
い
る
、
画
家
兼
高
校
教
師
の
独
身
男
性
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
の
、
な

ん
ら
疚
し
い
と
こ
ろ
の
な
い
、
淡
白
だ
が
ひ
ど
く
う
ら
ら
か
な
つ
き
あ
い
を

描
く
「
離
さ
な
い
」
で
の
仲
介
項
は
美
味
し
い
珈
琲
で
あ
り
、
エ
ノ
モ
ト
さ

ん
が
南
の
海
で
拾
っ
て
き
た
人
魚
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
な
マ
ー
メ
イ
ド
を
エ

ノ
モ
ト
さ
ん
が
浴
槽
で
飼
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
二
人
の
関
係
に
は
か
す

か
な
波
紋
が
生
じ
は
じ
め
る
の
だ
が
、
人
間
界
で
は
薄
倖
を
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
さ
さ
や
か
な
《
存
在
》
を
介
し
て
、
ふ
た
り
は
よ
う
や
く
互
い
の
気

持
ち
を
無
意
識
に
伝
え
あ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
伝
え
る
ば
か
り
で
成
就
し
な
い

と
こ
ろ
に
こ
の
作
品
の
魅
力
は
あ
る
の
で
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
人
魚
だ
け
で

な
く
語
り
手
に
魅
入
ら
れ
て
離
れ
ら
れ
な
く
な
る
の
を
懼
れ
で
も
す
る
か
の

よ
う
に
、
貴
重
な
異
人
を
結
局
海
に
返
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。「
ず
っ
と

離
さ
な
い
で
い
る
だ
け
の
強
さ
が
ぼ
く
に
は
な
か
っ
た
の
か
な
」
と
い
う
彼

の
言
葉
は
、
し
か
し
「
強
さ
が
な
か
っ
た
」
と
認
識
す
る
自
然
体
の
強
さ
に
、

彼
自
身
が
、
そ
し
て
語
り
手
が
ま
だ
半
分
し
か
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
す
ん
な
り
と
神
様
の
ご
加
護
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、

い
ま
ど
き
稀
有
な
、
押
し
の
弱
さ
の
美
質
に
対
す
る
無
自
覚
が
必
要
と
さ
れ

る
の
だ
か
ら
。
／
離
す
、
離
さ
な
い
の
関
係
図
式
は
、
ほ
か
に
も
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
「
夏
休
み
」
と
題
さ
れ
た
短
篇
の
舞
台
は
収
穫
期
の
梨
園
で
、

こ
こ
に
は
毎
年
、
奇
妙
な
白
い
小
動
物
が
出
現
す
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
た
語
り
手
は
、
そ
の
う
ち
の
一
匹
に
接
近
す
る
の
だ
が
、
ひ
た
す
ら
梨
を

食
べ
つ
づ
け
た
あ
げ
く
季
節
の
終
わ
り
と
と
も
に
梨
の
木
の
こ
ぶ
と
な
っ
て

消
滅
す
る
《
存
在
》
た
ち
は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
ウ
テ
ナ
さ
ん
に
い
き
な
り

恋
愛
相
談
を
持
ち
か
け
た
河
童
や
（「
河
童
玉
」）
、
そ
の
ウ
テ
ナ
さ
ん
が
日
曜

日
の
青
空
市
で
買
っ
て
来
た
壺
に
住
む
、
コ
ス
ミ
ス
ミ
コ
と
い
う
、
情
痴
沙

汰
で
殺
さ
れ
て
往
生
し
き
れ
ず
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
ら
し
い
コ
ロ
ボ
ッ
ク
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ル
風
の
女
性
や
（「
ク
リ
ス
マ
ス
」
）
、
夫
の
浮
気
が
原
因
で
母
親
が
ニ
ン
ゲ
ン

フ
シ
ン
に
陥
っ
て
い
る
と
報
告
に
く
る
、
お
な
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
え
び
男
く

ん
（
「
星
の
光
は
昔
の
光
」
）
と
同
類
な
の
で
あ
る
。
え
び
男
く
ん
が
し
ば
し

の
ニ
ン
ゲ
ン
フ
シ
ン
か
ら
立
ち
直
っ
た
と
き
に
口
に
す
る
《
星
の
光
》
の
比

喩
は
、
本
書
（
注
・
『
神
様
』）
に
集
約
さ
れ
た
新
し
い
意
思
疎
通
の
あ
り
よ

う
を
代
弁
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
川
上
弘
美
の
小
説
に
分
有
さ
れ
た
、
向
こ

う
側
と
の
か
す
か
な
交
感
の
秘
密
を
も
証
し
だ
て
て
、
強
い
印
象
を
残
す
。

星
の
光
は
死
ん
だ
光
だ
、
と
少
年
は
言
う
の
だ
。「
昔
の
光
は
あ
っ
た
か
い
け

ど
、
今
は
も
う
な
い
も
の
の
光
で
し
ょ
。
い
く
ら
昔
の
光
が
届
い
て
も
そ
の

光
は
終
わ
っ
た
光
な
ん
だ
」
と
。
語
り
手
を
取
り
巻
く
名
状
し
が
た
い
《
存

在
》
た
ち
を
射
し
貫
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
《
今
は
も
う
な
い
も
の
の
光
》

な
の
で
あ
る
。
／
ひ
た
す
ら
な
受
容
に
身
を
投
じ
て
い
る
彼
ら
の
内
面
で
も
、

《
わ
た
し
》
の
胸
の
う
ち
で
も
な
い
、
彼
ら
と
《
わ
た
し
》
が
触
れ
あ
う
時

空
の
切
な
さ
を
み
ご
と
に
捉
え
た
『
神
様
』
の
連
作
の
末
尾
を
飾
る
の
は
、

ふ
た
た
び
く
ま
を
主
人
公
と
し
た
物
語
（「
草
上
の
食
卓
」）
で
あ
る
。
郷
里

に
帰
る
決
心
を
固
め
た
く
ま
は
、
別
れ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
《
わ
た
し
》
を
誘

い
、
途
中
で
雷
雨
に
襲
わ
れ
る
と
、
落
雷
の
危
険
が
あ
る
傘
を
投
げ
出
し
て
、

《
わ
た
し
》
を
抱
え
る
よ
う
に
地
面
に
し
ゃ
が
み
込
む
。
そ
の
と
き
身
体
い

っ
ぱ
い
に
拡
が
る
く
ま
の
《
温
か
み
と
し
め
り
け
》
は
、
い
つ
消
え
て
し
ま

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
《
存
在
》
と
の
、
か
す
か
だ
が
確
実
な
接
点
だ
。「
春

立
つ
」に
登
場
す
る
飲
み
屋
の
女
将
、カ
ナ
エ
さ
ん
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、

「
雪
が
溶
け
る
こ
ろ
に
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
、
そ
う
い
う
存
在
の
も
の
」
を

愛
す
る
た
め
に
、
作
者
は
日
々
、
く
ま
の
神
様
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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深
い
学
び
の
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
解
答
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

１ 
人
魚
が
「
モ
ノ
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
表
現
と
、
そ
う
で
な
い
表

現
を
文
中
か
ら
探
し
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

 

・
「
モ
ノ
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
表
現 

交
番
に
届
け
る
（
二
四
七
・
上
５
～
６
、
上
12
） 

大
き
な
荷
物
に
な
る
人
魚
（（
二
四
七
・
上
10
） 

拾
得
物
の
処
理
方
法
（
二
四
七
・
上
16
） 

人
魚
を
取
り
に
来
た
（
二
五
〇
・
下
４
） 

・
そ
う
で
な
い
表
現 

「
こ
の
ひ
と
」
（
二
四
六
・
上
10
、
13
、
15
） 

「
海
に
帰
す
」（
二
四
八
・
上
19
、
二
五
〇
・
下
13
）
＊
「
返
す
」
で
は
な

い 

  

２ 

「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
と
「
わ
た
し
」
の
日
常
が
、
人
魚
を
預
か
っ
て
か

ら
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 
 

・
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」 

「
最
初
は
～
」（
二
四
七
・
下
１
）
～
「
き
み
に
相
談
す
る
こ
と
に
し
た
」（
二

四
八
・
上
１
）
ま
で
を
ま
と
め
る
。 

・
「
わ
た
し
」 

「
わ
た
し
は
い
つ
も
と
変
わ
り
な
く
～
」（
二
四
九
・
下
６
）
～
「
一
週
間
後

だ
っ
た
」
（
二
五
〇
・
上
12
）
ま
で
を
ま
と
め
る
。 

  

３ 

人
魚
を
海
に
帰
し
に
行
っ
て
か
ら
の
、「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」
と
「
わ
た

し
」
の
様
子
を
「
声
」
に
着
目
し
て
抜
き
出
し
、
気
づ
い
た
こ
と
を
ま

と
め
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

 

・
「
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
」 

早
足
（
二
五
一
・
上
17
） 

決
然
と
し
た
足
ど
り
（
二
五
一
・
下
６
） 

「
帰
す
」
～
少
し
弱
々
し
か
っ
た
。（
二
五
一
・
下
15
～
16
） 

「
や
め
な
い
」
も
っ
と
弱
々
し
い
声
で
あ
る
。(

二
五
二
・
上
２) 

「
ま
あ
そ
う
だ
が
」
～
ま
な
ざ
し
が
落
ち
つ
か
な
い
。(

二
五
二
・
上
６) 

「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」
～
ぼ
ん
や
り
と
し
た
口
調
に
な
っ
て
い
る
。(

二
五

二
・
上
10
～
11)

 

・
「
わ
た
し
」 

せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
て
い
る
の
に
、
眠
く
な
る
。
（
二
五
一
・
下
４
～
５
） 

泣
き
そ
う
（
二
五
一
・
下
14
） 

や
め
よ
う
よ
（
二
五
一
・
下
17
） 

い
い
じ
ゃ
な
い
、
～
誘
う
口
調
で
言
っ
た
。(

二
五
二
・
上
３
～
４) 

自
分
の
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
声
が
出
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。(

二
五
二
・
上

４
～
５) 
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甘
い
声(

二
五
二
・
上
８) 

い
け
な
い
、
い
け
な
い
。
～
声
が
出
な
い
。(

二
五
二
・
上
12
～
14) 

口
を
開
く
と
～
懸
命
に
歯
を
食
い
し
ば
っ
た
。(

二
五
二
・
上
19
～
20)

 

▼
ポ
イ
ン
ト
▲ 

エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
再
度
人
魚
に
ふ
れ
、
ど
ん
ど
ん
意
志
が

弱
ま
っ
て
い
き
、
声
が
弱
々
し
く
な
り
、
最
後
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
く
。 

わ
た
し
は
自
分
の
気
持
ち
と
は
裏
腹
な
言
葉
が
口
を
開
く
と
出
て
し
ま
う
の

で
、
懸
命
に
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

  

４ 

作
品
の
中
で
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
モ
ノ
」
が
果
た
す
役
割
を
考

え
て
み
よ
う
。（
例
：
コ
ー
ヒ
ー
） 

 

【
答
】 

・
「
コ
ー
ヒ
ー
」 

私
と
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
日
常
を
表
し
て
い
る
。
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
が
人
魚
を

手
に
入
れ
て
か
ら
「
コ
ー
ヒ
ー
」
の
誘
い
が
な
く
な
る
。
わ
た
し
は
久
し
ぶ

り
の
「
コ
ー
ヒ
ー
」
を
お
い
し
く
い
た
だ
く
が
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
の
部
屋
で

人
魚
を
見
て
か
ら
味
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
最
後
、
人
魚
か
ら
離
れ
、
日
常

が
戻
っ
た
後
、
「
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
」
の
誘
い
が
く
る
。
ま
た
、「
コ
ー
ヒ

ー
」
は
中
毒
性
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
と
わ
た
し
は
、
こ
の

「
コ
ー
ヒ
ー
」
で
つ
な
が
り
、「
人
魚
」
で
も
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

・
「
桜
」 

時
間
の
経
過
と
、
人
魚
へ
の
依
存
度
を
表
す
。 

ま
た
、
桜
と
人
魚
の
描
写
を
重
ね
る
こ
と
で
、
す
べ
て
は
桜
が
も
た
ら
し

た
幻
想
の
よ
う
に
も
読
め
る
効
果
が
あ
る
。 

 

・
「
浴
室
」 

 

閉
鎖
的
で
、
人
魚
と
の
濃
密
な
時
間
を
過
ご
す
非
日
常
的
な
空
間
を
作
り

出
し
て
い
る
。 

そ
の
他
、
「
花
び
ら
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

言
葉
と
表
現
の
解
答
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

１ 

本
文
中
か
ら
「
離
さ
な
い
」「
離
れ
ら
れ
な
い
」
の
よ
う
な
、「
離…

」

と
い
う
語
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
持
つ
印
象
に
つ
い
て
、
話

し
合
っ
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

「
離
れ
た
く
な
か
っ
た
」「
離
れ
が
た
い
」「
離
れ
ら
れ
な
い
」「
離

れ
た
」「
離
れ
な
い
」
「
離
せ
な
い
」「
離
せ
そ
う
」
な
ど
。 

▼
ポ
イ
ン
ト
▲ 

例
え
ば
、「
私
は
あ
な
た
を
離
さ
な
い
」
と
「
私
は
あ
な
た

か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
」
の
二
つ
の
文
を
比
べ
た
と
き
、
ど
ち
ら
の
方
が
離
れ

そ
う
か
、
ま
た
、
二
人
の
気
持
ち
が
離
れ
て
い
る
の
は
ど
ち
ら
か
な
ど
を
問

い
か
け
る
。
ま
た
、
例
文
に
あ
る
感
情
や
状
態
を
熟
語
で
表
す
と
ど
ん
な
言

葉
に
な
る
か
、
な
ど
を
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
が
持
つ
印

象
が
違
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。 

「
離
さ
な
い
」
（
例
・
執
着
・
束
縛
な
ど
） 

「
離
れ
ら
れ
な
い
」
（
例
・
依
存
・
未
練
な
ど
） 

  
２ 

１
で
抜
き
出
し
た
語
を
使
っ
て
、
短
文
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 
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・
私
は
そ
の
場
か
ら
離
れ
た
く
な
か
っ
た
。 

・
あ
の
二
人
は
離
れ
が
た
い
関
係
に
あ
る
。 

・
そ
う
簡
単
に
は
離
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。 

・
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
観
察
し
よ
う
。 

・
子
猫
が
私
の
足
下
か
ら
離
れ
な
い
。 

・
心
配
で
目
が
離
せ
な
い
。 

・
も
う
少
し
で
手
が
離
せ
そ
う
だ
。 

 

言
語
活
動
の
解
答
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

１ 

本
文
の
描
写
を
も
と
に
、「
人
魚
」
の
絵
を
描
い
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

こ
の
作
品
で
は
、
人
魚
の
描
写
が
具
体
的
に
細
か
く
描
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
人
魚
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
こ
の
作
品
の
人
魚
の

姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、
人
魚
の
様
子
や
人
魚
が
言
葉
を
発

し
た
と
き
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
よ
り
印
象
的
に
な
る
だ
ろ
う
。 

  

２ 

人
魚
は
、
世
界
各
国
で
こ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の

か
、
伝
説
・
小
説
や
図
像
を
調
べ
て
み
よ
う
。 

 

【
答
】 

人
魚
は
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に
登
場
し
て
い
る
。
本
文
に

も
「
い
に
し
え
の
昔
か
ら
、
人
魚
は
そ
う
い
う
も
の
と
決
ま
っ
て
い
る
し
、

な
ど
と
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん
は
言
い
、
人
魚
が
い
か
に
人
を
惹
き
つ
け
て
離
さ

な
い
か
を
し
ば
ら
く
説
明
し
た
。
」(

二
四
六
・
下
18
～
二
四
七
・
上
１)

と

も
あ
る
よ
う
に
、
人
魚
は
人
を
魅
了
し
、
不
思
議
な
力
を
持
つ
存
在
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。 

生
徒
が
最
も
な
じ
み
が
あ
る
「
人
魚
」
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『
人
魚

姫
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
人
魚
姫
』
で
は
人
魚
が
そ
の
美
し
い
声

と
ひ
き
か
え
に
人
間
の
足
を
手
に
入
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
ア
ニ
メ

で
も
人
魚
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
そ
の
声
に
特
別
な
力
が
あ
り
、
歌
声
で
船
を

沈
め
た
り
、
歌
う
こ
と
で
敵
と
戦
っ
た
り
す
る
。
本
文
に
、
エ
ノ
モ
ト
さ
ん

と
私
の
声
の
描
写
が
あ
る
こ
と
や
、
人
魚
が
た
っ
た
一
言
発
す
る
言
葉
が
強

い
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
「
人
魚
」
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
で
、
読

み
を
深
め
る
活
動
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
「
参
考
文
献
」
参
照
。 

（
堀 

佑
史
） 
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